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集え！長宗我部マニア集え！長宗我部マニア （高知県立歴史民俗資料館）

　高知県内外から大勢の「長宗我部
ファン」が集うお祭り「第7回長宗我部
フェス」が5月14日㈯に歴史民俗資料
館にて行われました。
　五月晴れの下、勇壮な長宗我部鉄
砲隊による演武など、様々なイベント
が盛りだくさん。集まった長宗我部ファ
ンを魅了していました。
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歳　　入 26年度 27年度
金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

国 保 税
国 庫 支 出 金
療 養 給 付 費 交 付 金
前 期 高 齢 者 交 付 金
県 支 出 金
共 同 事 業 交 付 金
繰 入 金
基 金 繰 入 金
そ の 他

計　（A）

◆平成27年度国民健康保険特別会計の決算状況

歳　　出 26年度 27年度
金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

総 務 費
保 険 給 付 費
後 期 高 齢 者 支 援 金
前 期 高 齢 者 納 付 金
老 人 保 健 拠 出 金
介 護 納 付 金
共 同 事 業 拠 出 金
保 健 事 業 費
そ の 他

計　（B）

収 支 差（ 決 算 剰 余 金 ）
（A）－（B） 40,344 0

繰 　 　 越 　 　 金 40,344 0
基 金 積 立 金 0 0

◆被保険者数、保険給付費などの推移

国　保　特　集国　保　特　集

　平成27年度決算額は、歳入・歳出ともに68億
3,651万円となりましたが、国保財政調整基金を
2,115万１千円繰り入れたためで、実質的には赤字
の状態でした。
　歳入では、国保税が前年度と比べて6,748万円の
減で10億9,281万９千円、療養給付費交付金が１億
1,803万１千円の減で２億5,283万６千円、県支出金
が572万２千円の減で２億8,820万５千円と減ってお
りますが、共同事業交付金が７億4,917万３千円の
増で15億2,489万３千円となっています。これは、

県内の医療費について、各市町村国保からの拠出
金を財源として、県単位で費用負担を調整するも
のであり、医療費の増加に加え、対象医療費の拡
大にともない倍増しています。
　歳出では、主に医療費である保険給付費が全体
の約６割を占めており、前年度と比べて5,975万９
千円の増で42億4,596万６千円、後期高齢者支援金
が209万４千円の増で６億5,672万３千円、共同事業
拠出金が７億5,356万９千円の増で15億1,977万円と
なっています。

　南国市の国保被保険者数は、年々減
少傾向にあり、年齢構成をみると、65
～74歳までの割合が全体の約41%を占
めていて、こちらは年々増加していま
す。保険給付費と1人当たり医療費に
ついても、高齢者の増加や医療の高度
化などにより、共に年々増加していま
す。今後もこの状況は続くものと見込
まれます。
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◆平成28・29年度の保険料率が決まりました

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　                     　　　　

　　　　　　　 ……平成28年度から2割及び5割軽減の対象者が広がります。
 【被保険者均等割額の軽減】

 

 【所得割額の軽減】

　

 【被用者保険の被扶養者であった方の軽減】
　・後期高齢者医療に加入する前日に被用者保険（協会けんぽ・共済組合・船員保険などの被扶養
　　者（扶養家族））であった方は、被保険者均等割額が9割軽減され、所得割額は賦課されません。

（注）同一世帯の中で、被保険者や世帯主の前年中の所得が決定できていない方がいる場合、保険
　　料軽減判定ができませんので、必ず所得申告をお願いします。
◆保険料の納付について
　平成28年度の「後期高齢者医療保険料額決定通知書」は7月中旬にお送りします。年金からの天引
きでなく、口座振替も申請されていない普通徴収の方は、納付書と兼用になりますので、各納付場所で
納期限までの納入をお願いします。
◆被保険者証の更新
　被保険者証（保険証）が8月1日に更新されます。新しい保険証の色は茶色です。7月末にきみどり色
の封筒でお送りします。
◆一部負担金の割合変更
　8月1日現在の世帯と前年中の所得状況をもとに、医療費の自己負担割合（1割または3割）の見直し
を行います。ご自身の負担割合は、7月末に届く新しい被保険者証でご確認ください。
◆「限度額適用･標準負担額減額認定証」について
　市民税非課税世帯の方は、入院や高額な外来医療を受けるとき、医療機関や薬局へ被保険者証と
一緒に「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示することにより、医療費の自己負担額や入院時
の食費等が軽減されます。
　・現在減額認定証をお持ちで8月以降も対象の方には、7月下旬に新しい証をお送りします。
　・新たに申請される方は、被保険者証と認め印を持って手続きをお願いします。

●被保険者均等割額 ５４，３９４円
●所得割率　 １１．４２％

保険料の計算方法

保険料の軽減

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

■問い合わせ　長寿支援課いきいき長寿係　（☎８８０・６５５６）まで

……年金所得については、15万円を差し引いた額で軽減を判定をします。

１人あたりの
年間保険料

（上限57万円）

１人あたり定額の保険料
（被保険者均等割額）

５４，３９４円

所得に応じた保険料
（所得割額）

賦課基準額×１１．４２％

9割
8.5割

5割
2割

軽減の割合

軽減の割合

5,439円
8,159円

27,197円
43,515円

軽減後の
均等割額

33万円以下で被保険者全員が年金収入80万円以下（その他の所得なし）
33万円以下で9割軽減の基準に該当しない
33万円 ＋ 26.5万円(改正前26万円)×被保険者数　　以下
33万円 ＋ 48万円(改正前47万円)×被保険者数　　以下

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

5割
（所得割額の1/2相当）

保険料の賦課のもととなる所得金額（総所得金額等から33万円を引いた額）が
58万円以下　※年金収入のみの場合は収入額が211万円以下

被保険者の所得

＝ ＋
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前 期 高 齢 者 納 付 金
老 人 保 健 拠 出 金
介 護 納 付 金
共 同 事 業 拠 出 金
保 健 事 業 費
そ の 他

計　（B）

収 支 差（ 決 算 剰 余 金 ）
（A）－（B） 40,344 0

繰 　 　 越 　 　 金 40,344 0
基 金 積 立 金 0 0

◆被保険者数、保険給付費などの推移

国　保　特　集国　保　特　集

　平成27年度決算額は、歳入・歳出ともに68億
3,651万円となりましたが、国保財政調整基金を
2,115万１千円繰り入れたためで、実質的には赤字
の状態でした。
　歳入では、国保税が前年度と比べて6,748万円の
減で10億9,281万９千円、療養給付費交付金が１億
1,803万１千円の減で２億5,283万６千円、県支出金
が572万２千円の減で２億8,820万５千円と減ってお
りますが、共同事業交付金が７億4,917万３千円の
増で15億2,489万３千円となっています。これは、

県内の医療費について、各市町村国保からの拠出
金を財源として、県単位で費用負担を調整するも
のであり、医療費の増加に加え、対象医療費の拡
大にともない倍増しています。
　歳出では、主に医療費である保険給付費が全体
の約６割を占めており、前年度と比べて5,975万９
千円の増で42億4,596万６千円、後期高齢者支援金
が209万４千円の増で６億5,672万３千円、共同事業
拠出金が７億5,356万９千円の増で15億1,977万円と
なっています。

　南国市の国保被保険者数は、年々減
少傾向にあり、年齢構成をみると、65
～74歳までの割合が全体の約41%を占
めていて、こちらは年々増加していま
す。保険給付費と1人当たり医療費に
ついても、高齢者の増加や医療の高度
化などにより、共に年々増加していま
す。今後もこの状況は続くものと見込
まれます。
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◆平成28・29年度の保険料率が決まりました

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　                     　　　　

　　　　　　　 ……平成28年度から2割及び5割軽減の対象者が広がります。
 【被保険者均等割額の軽減】

 

 【所得割額の軽減】

　

 【被用者保険の被扶養者であった方の軽減】
　・後期高齢者医療に加入する前日に被用者保険（協会けんぽ・共済組合・船員保険などの被扶養
　　者（扶養家族））であった方は、被保険者均等割額が9割軽減され、所得割額は賦課されません。

（注）同一世帯の中で、被保険者や世帯主の前年中の所得が決定できていない方がいる場合、保険
　　料軽減判定ができませんので、必ず所得申告をお願いします。
◆保険料の納付について
　平成28年度の「後期高齢者医療保険料額決定通知書」は7月中旬にお送りします。年金からの天引
きでなく、口座振替も申請されていない普通徴収の方は、納付書と兼用になりますので、各納付場所で
納期限までの納入をお願いします。
◆被保険者証の更新
　被保険者証（保険証）が8月1日に更新されます。新しい保険証の色は茶色です。7月末にきみどり色
の封筒でお送りします。
◆一部負担金の割合変更
　8月1日現在の世帯と前年中の所得状況をもとに、医療費の自己負担割合（1割または3割）の見直し
を行います。ご自身の負担割合は、7月末に届く新しい被保険者証でご確認ください。
◆「限度額適用･標準負担額減額認定証」について
　市民税非課税世帯の方は、入院や高額な外来医療を受けるとき、医療機関や薬局へ被保険者証と
一緒に「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示することにより、医療費の自己負担額や入院時
の食費等が軽減されます。
　・現在減額認定証をお持ちで8月以降も対象の方には、7月下旬に新しい証をお送りします。
　・新たに申請される方は、被保険者証と認め印を持って手続きをお願いします。

●被保険者均等割額 ５４，３９４円
●所得割率　 １１．４２％

保険料の計算方法

保険料の軽減

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

■問い合わせ　長寿支援課いきいき長寿係　（☎８８０・６５５６）まで

……年金所得については、15万円を差し引いた額で軽減を判定をします。
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33万円以下で9割軽減の基準に該当しない
33万円 ＋ 26.5万円(改正前26万円)×被保険者数　　以下
33万円 ＋ 48万円(改正前47万円)×被保険者数　　以下

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

5割
（所得割額の1/2相当）

保険料の賦課のもととなる所得金額（総所得金額等から33万円を引いた額）が
58万円以下　※年金収入のみの場合は収入額が211万円以下

被保険者の所得

＝ ＋



○目　　的　近い将来必ず来るといわれる南海トラフ地震に備えるため、未来ある子どもたちとその保護
者に防災についての知識を深めてもらい、家庭から自助・共助の力を育てることを目的とし
ます。

○対　　象　市内在住の小学校４年生から６年生までの児童とその保護者（親または祖父母など）
　　　　　　※児童１名に対し保護者１名の合計２名で申し込んでください。

○日　　時　平成２８年８月７日（日）　午前８時　市役所出発　～　午後５時３０分　市役所到着予定

○行　　先　徳島県立防災センター（徳島県板野郡北島町鯛浜字大西１６５）

○内　　容　地震防災の話
　　　　　　体験コーナー（防災ガイダンス、地震体験、消火体験、煙体験、風体験）
　　　　　　救命講習（体験・見学）

○募集期間　７月１日（金）から７月１４日（木）まで

○募集人数　２０組（４０名）
　　　　　　※応募多数の場合は抽選を行います。
　　　　　　　結果は応募者全員に通知し、当選者には当日の行程表を送付します。

○参 加 費　無料

○申　　込　７月１４日（木）午後５時までに、下記の申込書を危機管理課までご提出ください。
　　　　　　（郵送の場合は必着）
　　　　　　申込書は南国市HPからもダウンロードできます。

○備　　考　当日の天候により、中止となる場合があります。
　　　　　　昼食は準備しておりませんので、各自でご用意をお願いします。徳島県立防災センターの西

隣には商業施設もあります。
　　　　　　傷害保険に加入しますので、申込書には必ず生年月日を記入してください。

○申込先・問合せ　〒783-8501 南国市大埇甲２３０１番地　南国市危機管理課（TEL：８８０－６５７５）

○主　　催　南国市
○共　　催　南国市防災連合会

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付
することが困難な場合には、保険料の納付が
免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納
付猶予制度」（※50歳未満）があります。
　保険料の納め忘れの状態が続くと、障害
や死亡といった万一の際に障害年金や遺族
年金が受けられなくなる場合があります。

※平成28年7月から、納付猶予制度の対象が
30歳未満から50歳未満に引き上げられま
した。

　平成 28 年度の免除などの受付は平成 28
年７月１日から開始され、平成 28 年７月
分から平成 29 年６月分までの期間を対象
として審査を行います。
　また、平成 26 年４月からの法改正によ
り２年１カ月前の月分までさかのぼって免
除申請をすることができるようになってい
ます。急な失業などにより保険料を納付す
ることが経済的に困難になった方や、申請
を忘れていたために未納期間がある方など
は、ご相談ください。

平成28年度
家族で参加☆防災学習 募集要項

平成28年度
家族で参加☆防災学習 募集要項

平成28年度
市民向け熊本地震被害調査報告会　開催のお知らせ

平成28年度 家族で参加☆防災学習 申込書

平成28年度の一般免除申請の受付が７月１日から始まります

　　　　　　　　　　　①保護者 

住所 

（ふりがな）
氏名・性別 　　　　　　　　　　　　　男・女

　電話
 　　　自宅

　　　　　　　携帯
生年月日

（例 S50.1.1）

子どもとの
間柄

　　　　　　　　　　　②子ども

住所 

（ふりがな）
氏名・性別 　　　　　　　　　　　　　男・女

　電話
 　　

　　　　　　
生年月日

（例 H1８.１.１）

小学校名・学年 　　　　　　　　　小学校　　　年生

・日時：平成 28 年 7 月 24 日㈰　13：30 ～ 16：00
・場所：高知高専　視聴覚室
・入場：無料（定員 160 名；定員に達し次第締め切り）

　高知高専では、今回の熊本地震被害について高知県地震防災研究会
と共同で現地調査を行いました。今後の南海トラフ地震などの地震対
策に役立てていただこうと市民の皆様も参加できる形で報告会を開催
します。是非ご参加ください。

報告内容
　○地震動と建物の被害の関係について
　○地震断層・構造物被害・土砂災害
　○液状化・建物被害・熊本城被害

申し込み
「熊本地震被害調査報告会参加希望」と明記の上、
① 氏名　② 勤務先　③連絡先を
平成 28 年 7 月 15 日 ( 金 ) までに高知高専総務課企画係宛にご連絡ください。
☎ 088-864-5643　FAX 088-864-5618　✉ kikaku@jm.kochi-ct.ac.jp
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○目　　的　近い将来必ず来るといわれる南海トラフ地震に備えるため、未来ある子どもたちとその保護
者に防災についての知識を深めてもらい、家庭から自助・共助の力を育てることを目的とし
ます。

○対　　象　市内在住の小学校４年生から６年生までの児童とその保護者（親または祖父母など）
　　　　　　※児童１名に対し保護者１名の合計２名で申し込んでください。

○日　　時　平成２８年８月７日（日）　午前８時　市役所出発　～　午後５時３０分　市役所到着予定

○行　　先　徳島県立防災センター（徳島県板野郡北島町鯛浜字大西１６５）

○内　　容　地震防災の話
　　　　　　体験コーナー（防災ガイダンス、地震体験、消火体験、煙体験、風体験）
　　　　　　救命講習（体験・見学）

○募集期間　７月１日（金）から７月１４日（木）まで

○募集人数　２０組（４０名）
　　　　　　※応募多数の場合は抽選を行います。
　　　　　　　結果は応募者全員に通知し、当選者には当日の行程表を送付します。

○参 加 費　無料

○申　　込　７月１４日（木）午後５時までに、下記の申込書を危機管理課までご提出ください。
　　　　　　（郵送の場合は必着）
　　　　　　申込書は南国市HPからもダウンロードできます。

○備　　考　当日の天候により、中止となる場合があります。
　　　　　　昼食は準備しておりませんので、各自でご用意をお願いします。徳島県立防災センターの西

隣には商業施設もあります。
　　　　　　傷害保険に加入しますので、申込書には必ず生年月日を記入してください。

○申込先・問合せ　〒783-8501 南国市大埇甲２３０１番地　南国市危機管理課（TEL：８８０－６５７５）

○主　　催　南国市
○共　　催　南国市防災連合会

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付
することが困難な場合には、保険料の納付が
免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納
付猶予制度」（※50歳未満）があります。
　保険料の納め忘れの状態が続くと、障害
や死亡といった万一の際に障害年金や遺族
年金が受けられなくなる場合があります。

※平成28年7月から、納付猶予制度の対象が
30歳未満から50歳未満に引き上げられま
した。

　平成 28 年度の免除などの受付は平成 28
年７月１日から開始され、平成 28 年７月
分から平成 29 年６月分までの期間を対象
として審査を行います。
　また、平成 26 年４月からの法改正によ
り２年１カ月前の月分までさかのぼって免
除申請をすることができるようになってい
ます。急な失業などにより保険料を納付す
ることが経済的に困難になった方や、申請
を忘れていたために未納期間がある方など
は、ご相談ください。

平成28年度
家族で参加☆防災学習 募集要項

平成28年度
家族で参加☆防災学習 募集要項

平成28年度
市民向け熊本地震被害調査報告会　開催のお知らせ

平成28年度 家族で参加☆防災学習 申込書

平成28年度の一般免除申請の受付が７月１日から始まります

　　　　　　　　　　　①保護者 

住所 

（ふりがな）
氏名・性別 　　　　　　　　　　　　　男・女

　電話
 　　　自宅

　　　　　　　携帯
生年月日

（例 S50.1.1）

子どもとの
間柄

　　　　　　　　　　　②子ども

住所 

（ふりがな）
氏名・性別 　　　　　　　　　　　　　男・女

　電話
 　　

　　　　　　
生年月日

（例 H1８.１.１）

小学校名・学年 　　　　　　　　　小学校　　　年生

・日時：平成 28 年 7 月 24 日㈰　13：30 ～ 16：00
・場所：高知高専　視聴覚室
・入場：無料（定員 160 名；定員に達し次第締め切り）

　高知高専では、今回の熊本地震被害について高知県地震防災研究会
と共同で現地調査を行いました。今後の南海トラフ地震などの地震対
策に役立てていただこうと市民の皆様も参加できる形で報告会を開催
します。是非ご参加ください。

報告内容
　○地震動と建物の被害の関係について
　○地震断層・構造物被害・土砂災害
　○液状化・建物被害・熊本城被害

申し込み
「熊本地震被害調査報告会参加希望」と明記の上、
① 氏名　② 勤務先　③連絡先を
平成 28 年 7 月 15 日 ( 金 ) までに高知高専総務課企画係宛にご連絡ください。
☎ 088-864-5643　FAX 088-864-5618　✉ kikaku@jm.kochi-ct.ac.jp
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認知症初期集中支援チームが発足しました。認知症初期集中支援チームが発足しました。

▲ 5／15

　認知症は、早く気付いて対応することで、そ
の症状を軽減できたり、進行を遅らせることが
できます。
　南国市では、認知症の早期診断・早期対応、
重症化防止を目指して、「認知症初期集中支援
チーム」を結成いたしました。初期の段階でか
かりつけ医との連携の下に、認知症が疑われる
人や認知症の人へ、個別の訪問を行い、適切な
支援を行います。
　メンバーは、医療法人つくし会南国病院の認
知症専門医と専門知識をもった職員で、南国市
地域包括支援センターと協働します。
　「認知症かも…」と思ったら、一度ご相談く
ださい。

全国行政相談員連合協議会会長表彰全国行政相談員連合協議会会長表彰
5／ 17　行政相談委員の全国行政相談員連合協議会会長表彰

　南国市担当の行政相談委員の山岡
幹雄さんが全国行政相談員連合協議
会会長表彰を受賞されました。山岡
幹雄さんは平成15年４月から長年に
わたって、国や県、市などへの苦情
や要望の解決、実現に尽力した功績
に対して表彰されたものです。
　表彰状は、５月17日㈫、高知市の
高知会館で開催された「高知行政相
談委員協議会50周年記念総会」にお
いて、全国行政相談委員連合協議会
から贈呈されました。

　　　　　　第21回地産地消ごめ
んの軽トラ市

　　　　　　　   （後免町商店街）

▲ 5／24　　　　　女性消防団が園児達に
防災啓発の紙芝居を披露

（吾岡保育園）

▲ 5／29　　　　　南国市水防訓練
　　　　　　　　（物部川河川敷）

▲ 5／30　　　　　「人権擁護委員の日」
啓発事業

　　　　　　   （あけぼの保育所）

▲ 5／19　　　　　国際ソロプチミスト南国
から青少年育成南国市民会議へ
寄附金贈呈（グレース浜すし）

▲ 5／22　　　　　南国市消防団学生サポ
ーター結成式

　　　　　　　　　   （消防本部）

▲ 5／14　　　　　　高知大学農林海洋科
学部教養講座

　　   （高知大学農林海洋科学部）

▲ 5／14　　　　　高知大地域貢献事業
　　　　　   （スポーツセンター）

▲ 5／14　　　　　第7回長宗我部フェス
                （県立歴史民俗資料館）

■問い合わせ／南国市地域包括支援センター　南国市日吉町２・３・２８　☎８０４・６０１０

赤十字の力を地域へ赤十字の力を地域へ
5／ 11　南国市社会福祉協議会、日本赤十字社高知県支部、南国市の三者で協定を締結

　平成 28 年 5 月 11 日 ( 水 )、南国市社
会福祉協議会、日本赤十字社高知県支部、
南国市の三者による協定が締結されまし
た。
　この協定は、市民の福祉向上や減災に
向けた体制づくりを目的に、日赤県支部
と市社協が互いの「知識」「技術」を提
供し合い、協働して事業を実施するなど
包括的な連携を進めていくもので、南国
市もその活動を支援していきます。
　まずは、日赤県支部の主催する講習に
市社協の職員が参加して、赤十字の持つ

「知識」「技術」を習得し、市社協の活動
を通じて地域にも広めていくこととして
います。
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認知症初期集中支援チームが発足しました。認知症初期集中支援チームが発足しました。

▲ 5／15

　認知症は、早く気付いて対応することで、そ
の症状を軽減できたり、進行を遅らせることが
できます。
　南国市では、認知症の早期診断・早期対応、
重症化防止を目指して、「認知症初期集中支援
チーム」を結成いたしました。初期の段階でか
かりつけ医との連携の下に、認知症が疑われる
人や認知症の人へ、個別の訪問を行い、適切な
支援を行います。
　メンバーは、医療法人つくし会南国病院の認
知症専門医と専門知識をもった職員で、南国市
地域包括支援センターと協働します。
　「認知症かも…」と思ったら、一度ご相談く
ださい。

全国行政相談員連合協議会会長表彰全国行政相談員連合協議会会長表彰
5／ 17　行政相談委員の全国行政相談員連合協議会会長表彰

　南国市担当の行政相談委員の山岡
幹雄さんが全国行政相談員連合協議
会会長表彰を受賞されました。山岡
幹雄さんは平成15年４月から長年に
わたって、国や県、市などへの苦情
や要望の解決、実現に尽力した功績
に対して表彰されたものです。
　表彰状は、５月17日㈫、高知市の
高知会館で開催された「高知行政相
談委員協議会50周年記念総会」にお
いて、全国行政相談委員連合協議会
から贈呈されました。

　　　　　　第21回地産地消ごめ
んの軽トラ市

　　　　　　　   （後免町商店街）

▲ 5／24　　　　　女性消防団が園児達に
防災啓発の紙芝居を披露

（吾岡保育園）

▲ 5／29　　　　　南国市水防訓練
　　　　　　　　（物部川河川敷）

▲ 5／30　　　　　「人権擁護委員の日」
啓発事業

　　　　　　   （あけぼの保育所）

▲ 5／19　　　　　国際ソロプチミスト南国
から青少年育成南国市民会議へ
寄附金贈呈（グレース浜すし）

▲ 5／22　　　　　南国市消防団学生サポ
ーター結成式

　　　　　　　　　   （消防本部）

▲ 5／14　　　　　　高知大学農林海洋科
学部教養講座

　　   （高知大学農林海洋科学部）

▲ 5／14　　　　　高知大地域貢献事業
　　　　　   （スポーツセンター）

▲ 5／14　　　　　第7回長宗我部フェス
                （県立歴史民俗資料館）

■問い合わせ／南国市地域包括支援センター　南国市日吉町２・３・２８　☎８０４・６０１０

赤十字の力を地域へ赤十字の力を地域へ
5／ 11　南国市社会福祉協議会、日本赤十字社高知県支部、南国市の三者で協定を締結

　平成 28 年 5 月 11 日 ( 水 )、南国市社
会福祉協議会、日本赤十字社高知県支部、
南国市の三者による協定が締結されまし
た。
　この協定は、市民の福祉向上や減災に
向けた体制づくりを目的に、日赤県支部
と市社協が互いの「知識」「技術」を提
供し合い、協働して事業を実施するなど
包括的な連携を進めていくもので、南国
市もその活動を支援していきます。
　まずは、日赤県支部の主催する講習に
市社協の職員が参加して、赤十字の持つ

「知識」「技術」を習得し、市社協の活動
を通じて地域にも広めていくこととして
います。
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530

■応募締切／７月12日㈫必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／13通　　★正 解 率／69％

【第529回当選者】
栗山　佐和　（大埇甲）
永野　明　　（蛍ヶ丘）
麻岡　文代　（緑ヶ丘）
吉田　礼子　（立田）
中山　恵津子（久枝）

【第529回解答】

日光東照宮　板垣退助

姫路城　　　中村重遠
192

　

回
43
第

家庭的な
　会です！
天行寺二十日会
の皆さん
（天行寺）

家庭的な
　会です！

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

次の①～⑤に言葉や数字を入れて、文章を完成させてください。

　７月第３月曜日は、日本の国民の祝日の一つである「　①　」で
す。
　これは　②　年に制定されましたが、当初は７月　③　日でした。
２００３年（平成１５年）の祝日法改正（通称　④　制度）により、
現在の７月第３月曜日になりました。
　祝日化される前は「　⑤　」という記念日でした。

①　（　　　　　）　　②　（　　　　　）　　③　（　　　　　）

④　（　　　　　）　　⑤　（　　　　　）
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で
も
上

回
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
驚
き
と
同
時

に
不
安
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
さ

に
多
く
の
人
の
予
想
を
超
え
る
速
さ
で

技
術
が
進
歩
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
す
。

　
人
工
知
能
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
技
術
に
も
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
名
人
そ
っ
く
り
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
も

す
ぐ
に
は
そ
れ
が
機
械
と
気
づ
か
な
い

レ
ベ
ル
で
す
し
、
他
に
も
、
ロ
ボ
ッ
ト

型
の
携
帯
電
話
な
ど
人
工
知
能
と
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
の
技
術
が
一
体
化
し
て
人
間

に
近
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
特
に
気
に
な
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
足
歩
行
の

ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
し

ま
い
た
く
な
る
よ
う
な
愛
嬌
あ
る
歩
き

方
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ア
ニ
メ
的
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
性
能
を
示
す
た
め

の
動
画
を
観
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
荷
物
を
運
ぼ
う
と
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
人
間
が
邪
魔
を
し
て
突
き

飛
ば
し
た
り
、
転
が
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
ま
で
し
て
も
、「
ロ
ボ
ッ

ト
は
荷
物
を
き
ち
ん
と
運
べ
る
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
目
的
な

の
で
し
ょ
う
が
、そ
れ
を
見
て
い
る
と
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
健
気
で
か
わ
い
そ
う
に
思

い
ま
し
た
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
た
だ
機

械
的
に
動
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
な
ぜ
か
感
情
移
入
し
て

し
ま
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
と
て
も
不
思

議
に
感
じ
ま
し
た
。

　
感
情
の
な
い
も
の
に
ま
で
、
か
わ
い

が
っ
て
あ
げ
た
い
と
か
、
か
わ
い
そ
う

だ
と
感
じ
る
の
は
、
人
間
の
心
根
の
優

し
さ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
人

間
は
そ
の
よ
う
な
心
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
い
く
ら
技
術
が
進

ん
で
行
っ
て
も
、
人
間
だ
か
ら
こ
そ
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
変
わ
ら
な
い
優

し
さ
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
楊
梅
は
、
高
知
県
の
花
や
南
国
市
の

木
に
な
っ
て
お
り
、
果
実
は
土
佐
や
阿

波
の
梅
雨
時
期
の
風
物
詩
と
し
て
有
名

で
す
。
特
に
十
市
地
区
は
楊
梅
が
多
く

自
生
し
、
高
知
市
に
行
商
し
や
す
い
こ

と
か
ら
嗜
好
品
と
し
て
江
戸
時
代
の
宝

暦
か
ら
明
和
年
間
（
１
７
５
１
〜
１
７

７
１
）
頃
に
栽
培
さ
れ
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
亀
蔵
楊
梅
は
、
十
市
人
形

谷
の
島
田
亀
蔵
が
幕
末
頃
に
高
森
山
の

中
腹
で
発
見
し
、
接
木
し
て
繁
殖
に
つ

と
め
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
亀
蔵
楊
梅
は
、
味
や
色
の
良
さ
、

果
実
の
大
き
さ
か
ら
十
市
を
代
表
す
る

人
気
の
品
種
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原

木
は
、
亀
蔵
の
子
孫
が
代
々
管
理
し
て

お
り
、
現
在
は
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
原
木
は
亀
蔵
の
子
孫
所
有
の
山
林
に

あ
り
、
幹
回
り
1.5
ｍ
、
高
さ
10
ｍ
、
樹

齢
２
０
０
年
を
こ
え
て
い
ま
す
。
幹
に

痛
み
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
緑
の
葉
が

茂
り
、
樹
勢
は
旺
盛
で
す
。
原
木
の
前

に
は
、
地
元
有
志
に
よ
っ
て
石
碑
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
広
く
栽
培
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
亀
蔵
楊
梅
は
、
近

隣
の
町
や
村
で
行
商
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
天
秤
棒
に
担
が
れ
、
高
知

の
町
中
を
「
も
も
え
ー
。
も
も
え
ー
。

お
銀
の
ち
ぎ
っ
た
大
も
も
は
え
ー
。」

の
あ
で
や
か
な
掛
け
声
と
と
も
に
、
売

り
歩
く
十
市
の
娘
さ
ん
の
姿
は
、
宮
尾

登
美
子
著『
櫂
』や『
楊
梅
の
熟
れ
る
頃
』

の
中
に
も
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
掛
け
声
の
お
銀
さ
ん
は
、

楊
梅
取
り
を
仕
事
と
し
て
い
た
美
人
で

た
い
そ
う
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説

が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
こ
の
十
市
の
楊
梅
を
一
躍
有
名
に
し

た
亀
蔵
は
、
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
原
木
か
ら
少
し

下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
墓
に
眠
っ
て
お

り
、今
で
も
原
木
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て
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「機械の進歩…」

石碑

亀蔵楊梅の原木

　
毎
月
二
十
日
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ

り
、
雑
談
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
始
め
た

の
は
４
、
５
年
前
で
、
公
民
館
の
使
用
が
な

く
空
っ
ぽ
だ
っ
た
の
で
少
し
で
も
利
用
し
よ

う
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時
は

部
落
の
総
会
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
が
な

く
、
後
は
高
速
道
路
の
建
設
の
と
き
に
活
用

さ
れ
た
く
ら
い
で
し
た
。

　
二
十
日
会
で
は
毎
回
だ
い
た
い
12
名
く
ら

い
の
参
加
が
あ
り
、
お
茶
請
け
な
ど
は
各
自

の
持
ち
寄
り
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
、
最
近
の
出
来
事
や
様
々
な
こ
と
を
話
し

た
り
、
お
互
い
に
注
意
喚
起
し
あ
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
、
独
り
身
の
高
齢

者
宛
て
に
手
紙
が
送
ら
れ
る
と
そ
れ
を
持
っ

て
き
て
、み
ん
な
で
見
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
花
も
飾
っ
て
お
り
、
山
に
ど
っ
さ
り

あ
る
の
を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
集
ま
る
と
き
に
公
民
館
の
周
り

の
草
を
刈
っ
た
り
、
竹
の
柵
を
用
意
し
た
り

し
ま
す
。
公
民
館
の
こ
と
は
誰
か
が
や
る
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
、
参
加
で
き
る
人
が
参

加
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
に

か
を
や
ろ
う
と
し
た
時
に
、
反
対
す
る
人
は

お
ら
ず
家
庭
的
な
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
祭
の
と
き
に
は
、
お
餅
も
作
る
と
の
こ

と
で
す
。
天
行
寺
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
涼

し
く
、
と
て
も
快
適
で
楽
し
い
会
で
し
た
！

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩 ■

問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

－亀蔵楊梅の原木－
かめぞう  やま  もも

か
い

う

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）
初
参
加
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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回
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第

家庭的な
　会です！
天行寺二十日会
の皆さん
（天行寺）

家庭的な
　会です！

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

次の①～⑤に言葉や数字を入れて、文章を完成させてください。

　７月第３月曜日は、日本の国民の祝日の一つである「　①　」で
す。
　これは　②　年に制定されましたが、当初は７月　③　日でした。
２００３年（平成１５年）の祝日法改正（通称　④　制度）により、
現在の７月第３月曜日になりました。
　祝日化される前は「　⑤　」という記念日でした。

①　（　　　　　）　　②　（　　　　　）　　③　（　　　　　）

④　（　　　　　）　　⑤　（　　　　　）

　
最
近
は
、
機
械
の
進
歩
が
目
覚
ま
し

く
、
日
々
驚
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。

　
チ
ェ
ス
で
人
間
に
機
械
が
勝
っ
た
の

が
20
年
前
で
、
数
年
前
に
は
将
棋
で
、

そ
し
て
先
日
は
囲
碁
で
機
械
が
人
間
に

勝
ち
ま
し
た
。
以
前
か
ら
力
や
ス
ピ
ー

ド
な
ど
多
く
の
面
で
機
械
は
人
間
を
上

回
っ
て
い
た
の
で
、
今
そ
れ
に
驚
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
能
ま
で
も
上

回
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
驚
き
と
同
時

に
不
安
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
さ

に
多
く
の
人
の
予
想
を
超
え
る
速
さ
で

技
術
が
進
歩
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
す
。

　
人
工
知
能
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
技
術
に
も
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
名
人
そ
っ
く
り
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
も

す
ぐ
に
は
そ
れ
が
機
械
と
気
づ
か
な
い

レ
ベ
ル
で
す
し
、
他
に
も
、
ロ
ボ
ッ
ト

型
の
携
帯
電
話
な
ど
人
工
知
能
と
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
の
技
術
が
一
体
化
し
て
人
間

に
近
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
特
に
気
に
な
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
足
歩
行
の

ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
し

ま
い
た
く
な
る
よ
う
な
愛
嬌
あ
る
歩
き

方
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ア
ニ
メ
的
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
性
能
を
示
す
た
め

の
動
画
を
観
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
荷
物
を
運
ぼ
う
と
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
人
間
が
邪
魔
を
し
て
突
き

飛
ば
し
た
り
、
転
が
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
ま
で
し
て
も
、「
ロ
ボ
ッ

ト
は
荷
物
を
き
ち
ん
と
運
べ
る
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
目
的
な

の
で
し
ょ
う
が
、そ
れ
を
見
て
い
る
と
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
健
気
で
か
わ
い
そ
う
に
思

い
ま
し
た
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
た
だ
機

械
的
に
動
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
な
ぜ
か
感
情
移
入
し
て

し
ま
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
と
て
も
不
思

議
に
感
じ
ま
し
た
。

　
感
情
の
な
い
も
の
に
ま
で
、
か
わ
い

が
っ
て
あ
げ
た
い
と
か
、
か
わ
い
そ
う

だ
と
感
じ
る
の
は
、
人
間
の
心
根
の
優

し
さ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
人

間
は
そ
の
よ
う
な
心
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
い
く
ら
技
術
が
進

ん
で
行
っ
て
も
、
人
間
だ
か
ら
こ
そ
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
変
わ
ら
な
い
優

し
さ
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
楊
梅
は
、
高
知
県
の
花
や
南
国
市
の

木
に
な
っ
て
お
り
、
果
実
は
土
佐
や
阿

波
の
梅
雨
時
期
の
風
物
詩
と
し
て
有
名

で
す
。
特
に
十
市
地
区
は
楊
梅
が
多
く

自
生
し
、
高
知
市
に
行
商
し
や
す
い
こ

と
か
ら
嗜
好
品
と
し
て
江
戸
時
代
の
宝

暦
か
ら
明
和
年
間
（
１
７
５
１
〜
１
７

７
１
）
頃
に
栽
培
さ
れ
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
亀
蔵
楊
梅
は
、
十
市
人
形

谷
の
島
田
亀
蔵
が
幕
末
頃
に
高
森
山
の

中
腹
で
発
見
し
、
接
木
し
て
繁
殖
に
つ

と
め
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
亀
蔵
楊
梅
は
、
味
や
色
の
良
さ
、

果
実
の
大
き
さ
か
ら
十
市
を
代
表
す
る

人
気
の
品
種
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原

木
は
、
亀
蔵
の
子
孫
が
代
々
管
理
し
て

お
り
、
現
在
は
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
原
木
は
亀
蔵
の
子
孫
所
有
の
山
林
に

あ
り
、
幹
回
り
1.5
ｍ
、
高
さ
10
ｍ
、
樹

齢
２
０
０
年
を
こ
え
て
い
ま
す
。
幹
に

痛
み
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
緑
の
葉
が

茂
り
、
樹
勢
は
旺
盛
で
す
。
原
木
の
前

に
は
、
地
元
有
志
に
よ
っ
て
石
碑
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
広
く
栽
培
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
亀
蔵
楊
梅
は
、
近

隣
の
町
や
村
で
行
商
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
天
秤
棒
に
担
が
れ
、
高
知

の
町
中
を
「
も
も
え
ー
。
も
も
え
ー
。

お
銀
の
ち
ぎ
っ
た
大
も
も
は
え
ー
。」

の
あ
で
や
か
な
掛
け
声
と
と
も
に
、
売

り
歩
く
十
市
の
娘
さ
ん
の
姿
は
、
宮
尾

登
美
子
著『
櫂
』や『
楊
梅
の
熟
れ
る
頃
』

の
中
に
も
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
掛
け
声
の
お
銀
さ
ん
は
、

楊
梅
取
り
を
仕
事
と
し
て
い
た
美
人
で

た
い
そ
う
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説

が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
こ
の
十
市
の
楊
梅
を
一
躍
有
名
に
し

た
亀
蔵
は
、
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
原
木
か
ら
少
し

下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
墓
に
眠
っ
て
お

り
、今
で
も
原
木
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

64

「機械の進歩…」

石碑

亀蔵楊梅の原木

　
毎
月
二
十
日
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ

り
、
雑
談
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
始
め
た

の
は
４
、
５
年
前
で
、
公
民
館
の
使
用
が
な

く
空
っ
ぽ
だ
っ
た
の
で
少
し
で
も
利
用
し
よ

う
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時
は

部
落
の
総
会
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
が
な

く
、
後
は
高
速
道
路
の
建
設
の
と
き
に
活
用

さ
れ
た
く
ら
い
で
し
た
。

　
二
十
日
会
で
は
毎
回
だ
い
た
い
12
名
く
ら

い
の
参
加
が
あ
り
、
お
茶
請
け
な
ど
は
各
自

の
持
ち
寄
り
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
、
最
近
の
出
来
事
や
様
々
な
こ
と
を
話
し

た
り
、
お
互
い
に
注
意
喚
起
し
あ
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
、
独
り
身
の
高
齢

者
宛
て
に
手
紙
が
送
ら
れ
る
と
そ
れ
を
持
っ

て
き
て
、み
ん
な
で
見
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
花
も
飾
っ
て
お
り
、
山
に
ど
っ
さ
り

あ
る
の
を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
集
ま
る
と
き
に
公
民
館
の
周
り

の
草
を
刈
っ
た
り
、
竹
の
柵
を
用
意
し
た
り

し
ま
す
。
公
民
館
の
こ
と
は
誰
か
が
や
る
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
、
参
加
で
き
る
人
が
参

加
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
に

か
を
や
ろ
う
と
し
た
時
に
、
反
対
す
る
人
は

お
ら
ず
家
庭
的
な
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
祭
の
と
き
に
は
、
お
餅
も
作
る
と
の
こ

と
で
す
。
天
行
寺
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
涼

し
く
、
と
て
も
快
適
で
楽
し
い
会
で
し
た
！

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩 ■

問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

－亀蔵楊梅の原木－
かめぞう  やま  もも

か
い

う

市
民
か
ら
の
お
便
り
県
外
の
親
戚
に
南
国
の
野
菜
を
月
２
回
、
定
期
的
に
送
っ
て
ま
す
。
き
ゅ
う
り
・
と
ま
と
・
オ
ク
ラ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、 

e
t
c
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

　
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者

　
募
集

　

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
慰
霊

友
好
親
善
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

同
事
業
は
、
戦
没
者
の
眠
る
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
実
施
地
域
／
西
部
・
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
中
国
ほ
か

■
参
加
資
格
／
戦
没
者
（
実
施
地

域
で
戦
没
さ
れ
た
方
）
の
遺
児

■
問
い
合
わ
せ

　

日
本
遺
族
会　

事
務
局

　

☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

■
申
込
先

　

高
知
県
遺
族
会　

事
務
局

　

☎
８
８
４
・
８
７
０
０

　
警
察
官
募
集

　
「
こ
の
街
を
守
る
。」
を
合
い
言

葉
に
、
高
知
県
警
で
は
熱
意
と
や

る
気
の
あ
る
若
者
を
大
募
集
し
て

い
ま
す
。
将
来
の
高
知
県
警
の
担

い
手
と
な
る
若
者
の
応
募
を
待
っ

て
い
ま
す
。

■
試
験
案
内
配
布
／
７
月
12
日
㈫

か
ら（
南
国
警
察
署
・
香
南
庁
舎
・

香
美
庁
舎
に
も
備
え
て
い
ま
す
）

■
受
付
期
間
／
８
月
19
日
㈮
か
ら

９
月
２
日
㈮
ま
で

■
一
次
試
験
／
10
月
16
日
㈰

■
受
験
資
格
／
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
四
年
生
大

学
等
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

29
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者
は
受
験
で
き
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

警
察
本
部　

警
務
課
人
事
係

　

☎
０
１
２
０
・
０
３
２
・
３
７
６

　

南
国
警
察
署　

警
務
課

　

☎
８
６
３
・
０
１
１
０

　
郷
土
学
講
座　

　
「
長
宗
我
部
地
検
帳
の
世
界
」

　

土
佐
に
は
戦
国
大
名
長
宗
我
部

元
親
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
土
地
台

帳
で
あ
る
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
基

本
的
な
地
検
帳
の
読
み
方
か
ら
当

時
の
集
落
の
復
元
ま
で
分
か
り
や

す
く
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

■
会
場
／
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
ホ
ー

ル
他

■
日
時
・
内
容

・
７
月
30
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時

　
「
長
宗
我
部
地
検
帳
」
の
読
み
方

・
８
月
６
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時

　
「
地
検
帳
」
か
ら
見
た
南
国
市
域

の
集
落

・
８
月
20
日
㈯
9
時
～
12
時

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

■
受
講
料
／

800
円

■
申
込
締
切
／
７
月
25
日
㈪

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
国
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
育
成
講
座　

　
受
講
者
募
集
し
て
い
ま
す
！

■
日
時
／
８
月
９
日
㈫ 

14
時
～
16

時
（
受
付
13
時
30
分
）

■
場
所

　

南
国
市
役
所
４
階　

大
会
議
室

■
内
容

①
基
調
講
演　

講
師　

駿
河
台
大

学
教
授　

水
尾
順
一
氏

　

演
題
「
楽
し
く
仕
事
、
さ
よ
な

ら
差
別
、
イ
キ
イ
キ
組
織
の
仲

間
た
ち　

―
良
く
分
か
る

”Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と

人
権
・
労
働
“
―
」

②
事
例
発
表　

発
表
者　

株
式
会

社
栄
光
工
業　

生
産
管
理
部

　

係
長　

杉
本
尚
美
氏

■
定
員
／

100
名
（
要
申
込
）

■
申
込
締
切
日
／
７
月
25
日
㈪

■
参
加
費
／
無
料

■
主
催
／
南
国
市
・
南
国
市
教
育

委
員
会
・（
公
財
）
高
知
県
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
国
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

募
　
集

講
　
座

市
民
か
ら
の
お
便
り
長
男
、
長
女
が
県
外
に
行
っ
た
の
で
妻
と
母
と
の
３
人
に
な
り
ま
し
た
。
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ひ
ん
や
り
ロ
ー
シ
ョ
ン
と

　
汗
止
め
パ
ウ
ダ
ー
作
り
教
室

　

日
焼
け
や
ほ
て
り
を
抑
え
る

ロ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
ょ
う
。
汗
止
め
パ
ウ
ダ
ー

は
、
ハ
ー
ブ
の
有
効
成
分
を
た
っ

ぷ
り
と
使
い
ま
す
の
で
お
肌
の
ケ

ア
に
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
４
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　

南
国
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
小
谷
隆
子

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
方

■
定
員
／
10
名
程
度

■
受
講
料
／

500
円

■
材
料
費
／
千
円

■
準
備
物
／
無
し

■
申
込
締
切
日
／
７
月
25
日
㈪

■
申
込
方
法
／
お
電
話
に
て
教
室

名
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
、
ハ
ガ
キ
又
は
お
電
話

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

　

ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国

　

☎
８
６
５
・
８
０
１
５

　
人
権
パ
ネ
ル
展

　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
無
料

　
相
談
所
も
開
設
し
ま
す
!!

　

７
月
10
日
か
ら
20
日
は
、
県
の

「
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」
強

調
旬
間
で
す
。
期
間
中
は
、
同
和

問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
運
動
が
県
内
各
地
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
、
小
中
学
生
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
温
ま

る
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

①
人
権
パ
ネ
ル
展

　

７
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

　

８
時
30
分
～
22
時

※
初
日
は
11
時
か
ら

※
最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で

②
無
料
相
談
所

　

７
月
16
日
㈯　

10
時
～
16
時

■
場
所
／
①
②
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　
第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る

　
運
動

　
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

　
チ
カ
ラ
～

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
生
ま
れ
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
今
年

で
66
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
に
関
わ
っ
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
の
社
会
復
帰
へ
の

支
援
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
６
月
か
ら
大

篠
公
民
館
内
に「
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ん
こ
く
」
を
開
所

し
て
い
ま
す
。
企
画
調
整
保
護
司

が
常
駐
し
、
防
犯
活
動
や
犯
罪
に

関
わ
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
更
生
活

動
の
拠
点
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

南
国
市
更
生
保
護
女
性
会
・

　

南
国
保
護
区
保
護
司
会　

　

☎
８
７
８
・
６
０
３
３

　
第
28
回
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

■
日
時

　

８
月
６
日
㈯　

15
時
開
演

※
花
火
は
21
時
頃
か
ら

※
雨
天
の
場
合
翌
日
に
順
延

■
場
所

　

吾
岡
山
文
化
の
森
特
設
会
場

■
臨
時
駐
車
場
／
市
役
所
、

　

サ
テ
ラ
イ
ト
南
国
（
こ
ち
ら
は

　

17
時
よ
り
）

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
備
考

　

会
場
内
に
一
般
車
両
は
乗
り
入

れ
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺
施
設
へ

の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
内
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

運
営
委
員
会
事
務
局

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
０

　
自
衛
隊
説
明
会

■
日
時

　

第
１
回
／
７
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

第
２
回
／
８
月
７
日
㈰

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所
／
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都

　

合
同
庁
舎
９
階
会
議
室

　
（
高
知
市
栄
田
町
２
・
２
・
１
０
）

※
駐
車
場
有
り
（
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
募
集
案
内
所

　

☎
８
２
３
・
２
０
０
６

　
「
日
露
交
歓
コ
ン
サ
ー
ト

　
２
０
１
６　
高
知
公
演
」

　

高
知
県
で
は
、
第
66
回
高
知
県

芸
術
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
ロ
シ
ア
の
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
記
念
国
立
モ
ス
ク
ワ
音
楽

院
の
教
授
や
研
修
生
を
招
き
「
日

露
交
歓
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６　

高
知
公
演
」
を
開
催
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
入
場
無
料
で
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

・
９
月
15
日
㈭
19
時
～

　

高
知
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

・
９
月
16
日
㈮
14
時
～

　

佐
川
町
立
桜
座

■
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
必
要
事
項
を
記
入
の

上
高
知
県
文
化
財
団
ま
で
。
詳

細
は
高
知
県
文
化
財
団H

P

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
９
月
16
日
の
桜
座
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
入
場
券
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間
／
７
月
18
日
㈪
～

　

９
月
２
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
文
化
財
団

　

☎
８
６
６
・
８
０
１
３

イ
ベ
ン
ト
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南
国
市
に
残
る
戦
争
遺
跡

　
か
ら
学
ぶ
会

　

南
国
市
に
は
た
く
さ
ん
の
戦
争

遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

頃
私
た
ち
は
そ
れ
を
意
識
し
な
い

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
戦
後
70
年

を
過
ぎ
、
そ
の
記
憶
が
ま
す
ま
す

風
化
す
る
中
、
こ
つ
こ
つ
と
戦
争

遺
跡
を
掘
り
起
こ
し
戦
争
の
悲
惨

さ
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
研
究

さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
高
知
市
升
形
に
あ

る
民
間
の
常
設
「
平
和
資
料
館
・

草
の
家
」
に
籍
を
お
き
、
研
究
し

て
い
る
方
々
で
す
。
今
年
で
３
回

目
と
な
る
戦
争
遺
跡
か
ら
学
ぶ
会

で
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時
／
７
月
18
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
／
大
篠
公
民
館
ホ
ー
ル

■
講
師
／「
平
和
資
料
館
・
草
の
家
」

　

学
芸
員　

藤
原
義
一

■
演
題
／
南
国
市
に
残
る
戦
争
遺

跡
と
、そ
の
時
代
を
生
き
た
人
々

か
ら
学
ぶ

■
主
催
／
南
国
市
に
残
る
戦
争
遺

跡
か
ら
学
ぶ
会

■
問
い
合
わ
せ

　

学
ぶ
会　

代
表　

中
野
栄
子

　

☎
０
９
０
・
６
２
８
３
・
１
５
１
１

　

　
新
し
い
中
高
一
貫
教
育
校
が

　
目
指
す
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を

　
体
験
し
て
み
よ
う
！

　

平
成
30
年
４
月
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
認
定
校
を
目
指
す
新
し
い
中

高
一
貫
教
育
校
の
併
設
中
学
校
が

開
校
し
ま
す
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

機
構
か
ら
講
師
を
迎
え
て
、
保
護

者
と
一
緒
に
体
験
す
る
模
擬
授
業

等
を
実
施
し
ま
す
。
託
児
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
８
月
15
日
㈪

　

９
時
～
15
時
30
分

■
場
所

　

高
知
会
館
（
２
階　

白
鳳
）

　

高
知
市
本
町
５
・
６
・
４
２

　

☎
８
２
３
・
７
１
２
３

■
参
加
料
／
無
料

■
ご
注
意

・
体
験
対
象
は
小
学
５
年
生
（
定

員
80
名
）
と
そ
の
保
護
者

・
参
観
は
一
般
の
方
も
可
能

■
申
込
み
締
切
／
８
月
１
日
㈪

・
体
験
、
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、

電
話
ま
た
はE-m

ail

で
、
お
申

込
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
教
育
委
員
会
高
等
学
校

課 

再
編
振
興
室 

（
高
知
市
丸
ノ

内
１
丁
目
７
番
５
２
号
）

　

☎
８
２
１
・
４
５
４
２

　
✉311701@ken.pref.kochi.lg.jp

　
「
就
職
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス

　
メ
ー
ル・Ｐ
Ｃ
操
作
セ
ミ
ナ
ー
」

　

意
外
と
知
ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ー
ル
の
基
本
マ
ナ
ー
とw

ord

、

excel

の
操
作
を
実
践
形
式
で
学
べ

ま
す
。
講
座
の
後
は
求
人
中
の
個

別
会
社
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
13
日
㈬

　

13
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
13
時
15
分
～

■
場
所
／
南
国
市
役
所

　

４
階
大
会
議
室

■
内
容
／
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
の
基

本
マ
ナ
ー
、w

ord

、excel

の

簡
易
操
作
方
法
、
個
別
会
社
説

明
会
な
ど

■
対
象
者
／
南
国
市
内
在
住
の
求

職
・
転
職
検
討
中
の
方

■
定
員
／
15
名
（
申
込
受
付
順
）

■
受
講
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
等
必
要
事
項
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
７
月
８
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
国
市
商
工
観
光
課
商
工
観
光

係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
０

　
✉n-shoukou@city.nankoku.lg.jp

　
四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

　
タ
ー
発
掘
へ
ん
ろ
展

　
『
戦
国
時
代
の
四
国
』展
の
お
知
ら
せ

■
日
時
／
７
月
18
日
～
９
月
30
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

■
場
所
／
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー　

入
場
無
料

■
主
催
者
／
高
知
県
文
化
財
団

■
展
示
内
容
／
四
国
各
地
の
城
館

の
発
掘
成
果
を
展
示
し
、
室
町

時
代
の
守
護
の
城
館
や
拠
点
の

屋
敷
か
ら
戦
国
時
代
の
群
雄
割

拠
の
城
、
そ
し
て
権
威
の
象
徴

と
し
て
の
近
世
の
城
郭
へ
の
変

遷
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・
展
示
報
告
会

　

７
月
18
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

　

９
月
10
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

　

定
員
／
各
回
40
名

・
展
示
品
解
説
会

　

８
月
11
日
㈭

　

１
回
目
／
10
時
～
10
時
30
分

　

２
回
目
／
14
時
～
14
時
30
分

　

定
員
／
各
回
20
名

■
備
考

・
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

８
月
21
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

場
所
／
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

定
員
／

100
名

■
問
い
合
わ
せ

　

県
立
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
４
・
０
６
７
１

　
第
39
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

■
日
時
／
７
月
29
日
㈮

　

17
時
～
21
時

　
（
小
雨
決
行
・
悪
天
時
は
中
止
）

■
場
所
／
南
国
市
商
工
会
駐
車
場

■
内
容

　

第
１
部
／
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

第
２
部
／
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
ま
す
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
、
モ

ニ
ー
ク
・
デ
ィ
ヘ
イ
ニ
ー
氏
と

Y
U
S
A
氏
を
お
招
き
し
、
ラ

イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

★
入
場
料
は
無
料
、
お
子
様
に
は

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着

100
名
様
）

★
19
時
か
ら
大
抽
選
会
を
行
い
ま

す
★
当
日
抽
選
番
号
付
き
お
食
事
券

（
千
円
）
を
販
売
し
ま
す

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

17
時
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー

　

17
時
30
分
／
カ
ラ
オ
ケ

　

19
時
／
抽
選

　

20
時
／
ラ
イ
ブ
開
始
２
組
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第
31
回
小
学
生
の
た
め
の

　
企
業
訪
問

　

市
内
の
小
学
校
４
年
生
を
対
象

に
、
地
域
を
よ
く
理
解
し
て
、
郷

土
愛
を
培
っ
て
も
ら
う
た
め
、
企

業
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
の
小
学
４
年
生

■
日
時
／
７
月
25
日
㈪

　

８
時
も
し
く
は
８
時
30
分
～
16
時

■
参
加
費
／
千
円

　
（
バ
ス
代
、
保
険
料
、
昼
食
代
の

一
部
と
し
て
）

■
募
集
人
数
／
40
人
（
先
着
順
）

■
集
合
場
所
／
南
国
市
商
工
会
館

３
階

■
訪
問
先
／
株
式
会
社
エ
ス
イ
ー

ジ
ー
、
協
同
組
合
土
佐
刃
物
流

通
セ
ン
タ
ー　

他

■
服
装
／
体
操
服
、
帽
子
、
運
動
靴

■
応
募
方
法
／
各
学
校
に
配
布
し

て
い
る
募
集
要
綱
の
応
募
券
を

貼
っ
て
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

往
復
は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
先
／
７
８
３
・
０
０
０
４

　

南
国
市
大
埇
甲
１
６
２
３
・
５

　

南
国
市
商
工
会
「
小
学
生
の
た

め
の
企
業
訪
問
」
係

　
第
22
回 

夢
の
里・陽
だ
ま
り
の

　
里・た
ん
ぽ
ぽ「
合
同
納
涼
祭
」

■
日
時
／
７
月
17
日
㈰

・
バ
ザ
ー
／
15
時
～
17
時

・
納
涼
祭
／
17
時
～
20
時

■
場
所

・
バ
ザ
ー
／
た
ん
ぽ
ぽ
地
下
１
階

・
納
涼
祭
／
夢
の
里
１
階
・

　

陽
だ
ま
り
の
里
地
下
１
階

■
催
し
物
／
演
芸
・
楽
し
い
出
し

物
、
各
種
屋
台
、
チ
ビ
ッ
コ
コ
ー

ナ
ー
、
豪
華
花
火
大
会
、
バ
ザ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

夢
の
里

　

☎
８
６
６
・
６
６
６
６

　
高
知
広
域
都
市
計
画
変
更

　
（
原
案
）の
縦
覧

　

市
で
は
、
高
知
広
域
都
市
計
画

の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
内
容
／
高
知
岡
豊
笠
ノ
川
産
業

　

団
地
地
区
計
画

■
公
告
日
／
７
月
５
日
㈫

■
縦
覧
期
間

　

７
月
５
日
㈫
～
19
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所
／
都
市
整
備
課

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
８

　
住
宅
耐
震
設
計
費

　
32
万
５
千
円
へ
の
拡
充

　

こ
れ
ま
で
設
計
の
補
助
金
は
か

か
っ
た
費
用
の
２
／
３
で
上
限
が

20
万
５
千
円
で
し
た
が
、
か
か
っ

た
費
用
の
２
／
３
と
い
う
制
限
が

な
く
な
り
、
上
限
が
32
万
５
千
円

に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
耐

震
設
計
が
自
己
負
担
無
し
で
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
あ
る
程
度
正
確

な
工
事
費
を
算
出
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

工
事
費
も
市
内
業
者
と
契
約
す

れ
ば

102
万
５
千
円
を
上
限
に
補
助

さ
れ
ま
す
の
で
、
診
断
手
数
料
の

３
千
円
で
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

が
出
来
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

　
塀
等
の
撤
去
費

　
40
万
円
へ
の
拡
充

　

撤
去
費
が
20
万
５
千
円
を
超
え

る
撤
去
工
事
に
お
い
て
40
万
円
を

上
限
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
と
フ
ェ
ン
ス
生
垣
等
の
新

設
の
改
修
工
事
の
補
助
金
額
は
従

来
通
り
上
限
は
20
万
５
千
円
で
す
。

　

左
記
の
補
助
金
は
、
所
定
の
基

準
を
満
た
す
住
宅
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
対
策
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
建
築
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
８

　
「
病
院
出
前
行
政
相
談
所
」の

　
開
設

　
～
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
年
金

　
・医
療
保
険
、社
会
福
祉
な
ど

　
の
困
り
ご
と
～

　

総
務
省
高
知
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、
関
係
行
政
機
関
の
協
力
を

得
て
、
次
の
と
お
り
、
高
知
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
お
い
て
、
出

前
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。（
無
料
・

秘
密
厳
守
）

■
日
時
／
７
月
29
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
14
時

■
場
所
／
高
知
大
学
医
学
部
附
属

病
院
１
階
ロ
ビ
ー

■
参
加
予
定
機
関

　

高
知
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

高
知
県
、
南
国
市
、
南
国
年
金

事
務
所
、
け
ん
ぽ
協
会
高
知
支

部
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税

理
士
、
高
知
行
政
評
価
事
務
所
、

行
政
相
談
委
員

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
高
知
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

　

☎
８
２
４
・
４
１
０
０

　
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

　

い
よ
い
よ
、
水
に
親
し
む
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
、
海
や
川
な
ど
で
子

ど
も
た
ち
の
水
遊
び
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
年
も
子
ど
も
を
痛
ま
し
い
水

の
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
の
怖
さ
の
再
確
認
を
！

　

家
庭
や
学
校
等
で
、
水
の
怖
さ

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
に
は
注

意
を
！

　

子
ど
も
だ
け
で
水
遊
び
を
し
て

い
る
場
合
は
、
危
険
で
す
の
で
、

声
を
か
け
て
止
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

◎
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

を
！

　

釣
り
や
ボ
ー
ト
遊
び
等
で
水
に

入
る
と
き
は
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い
！

　

保
護
者
が
同
伴
し
て
い
て
も
油
断

せ
ず
、
幼
児
か
ら
絶
対
に
目
を
離

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
痛
ま
し
い
水
の
事
故
防
止
の
た

め
、
危
険
な
水
遊
び
等
を
見
か

け
た
際
に
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
・
交
番
・
駐
在
所
・
パ
ト
ロ
ー

ル
中
の
警
察
官
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
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日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

７／１ 金 丸十園芸組合前
10：20～10：40

久礼田保育所
10：25～10：45

吾岡保育園
10：30～10：50
長岡東部保育園

10：20～10：40
十市保育園

10：30～10：50
土佐希望の家

10：00～10：25
里保育所

10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
明見保育所

10：15～10：35
後免野田保育園

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
蒲原県営住宅

10：40～11：00
保健福祉センター
11：20～11：40

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

大湊小学校
13：00～13：30

高知高専宿舎
13：35～13：55

グループホームワルツ
14：10～14：40

岡豊保育園
11：00～11：30

鳶ヶ池中学校
13：10～13：30

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

医学部国際交流会館
16：00～16：20

寶生寺
11：00～11：20

香長中学校
13：00～13：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

国府保育所
10：35～10：55

三和小学校
12：50～13：40

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

小栗医院前
11：00～11：20

コージー南国
10：55～11：15

十市小学校
12：50～13：35

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

南海学園
10：55～11：15

国府小学校
13：00～13：30

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

ひまわり幼稚園
15：35～16：05

久礼田西公民館
10：55～11：15

後免野田小学校
12：50～13：35

たちばな幼稚園
14：00～14：20

中内商店駐車場
14：45～15：05

奈路小学校
15：10～15：45

星神社前
10：40～11：00

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

阿戸公民館
10：45～11：05

阿戸公民館
10：45～11：05

日章小学校
12：50～13：20

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

大篠小学校Ａ
15：25～16：25

   

5 火     

6 水     

７ 木  

８ 金    

12 火     

13 水
      

14 木
     

15 金
    

19 火
      

20 水
     

22 金

丸十園芸組合前
10：20～10：4028 木    

    

たちばな２号
図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

毎週月曜日
29日㈮

７月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

７月の納税は
固定資産税（２期分）・
国保税（１期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2８年５月 18件 １人 19人
2８年１月～5月 72件 ２人 79人

発生件数
建物
山林
その他

２件
１件
０件
１件

《火災》
火災・救急（５月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

210回
128回
25回
34回
23回

■とき／７月20日㈬
10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／７月７日㈭13：30～15：30
■ところ／総合あんしんセンター
■備考／講習会受講後１年間は、随
　時譲渡を受けることができます。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
（☎８６３－４４４４）まで

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

硝子の太陽Rouge 誉田哲也
硝子の太陽Noir 誉田哲也
求愛 瀬戸内寂聴
奥様はｸﾚｲｼﾞｰﾌﾙｰﾂ 柚月麻子
ﾖｰﾛｯﾊﾟの祝祭と年中行事
 ﾏﾄﾞﾚｰﾇ・P.ｺｽﾞﾏﾝ
世界で一番美しい色彩図鑑
 ｼﾞｮｱﾝ・ｴｸｽﾀｯﾄ
日本の最も美しい図書館
 立野井一恵
本で床は抜けるのか 西牟田靖
ﾎﾞﾄﾙｱｸｱﾘｳﾑ 千田義洋
葵の月 梶よう子
ｲﾉｾﾝﾄ 島本理生
屋上の道化たち 島田荘司
人間にとって寿命とはなにか
 本川達雄
老後親子破産 NHKｽﾍﾟｼｬﾙ取材班

INFORMATIONINFORMATION

県民スポーツフェスティバル2016県民スポーツフェスティバル2016
■対象／県内在住の方

競　技　名 開催期日 申込締切日
８月26日㈮ 要項に記載
９月11日㈰ ７月22日㈮

７月29日㈮９月19日㈪

８月12日㈮

８月26日㈮

9月 9日㈮

９月24日㈯
９月25日㈰

10月２日㈰

10月23日㈰

10月16日㈰

10月13日㈭

競　技　名 開催期日 申込締切日
フ ォ ー ク ダ ン ス ６月26日㈰

要項に記載
サ イ ク リ ン グ 10月２日㈰
パワーリフティング 10月16日㈰
武 術 太 極 拳 10月30日㈰

オープン競技

※申込先・お問い合わせは
　スポーツセンター（☎８６５－８０１５）まで

競　技　名 開催期日 申込締切日
ク レ ー 射 撃 10月23日㈰

9月23日㈮
9月 9日㈮

パ ー ク ゴ ル フ

10月14日㈮

ボ ッ チ ャ
11月27日㈰
11月23日㈬

11月４日㈮

軟式野球
１・２回戦
３・４回戦 12月４日㈰
準決・決勝 12月11日㈰

スキー・スノーボード 平成29年 
２月5日㈰

 12月26日㈮

ゴ  ル  フ
陸 上 競 技
ア ク ア ス ロ ン
ス ポ ー ツ 吹 矢
ターゲット・バードゴルフ
ス カ ッ シ ュ バ レ ー
ソ フ ト ボ ー ル
ゲ ー ト ボ ー ル
弓  道
ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル
バ ド ミ ン ト ン
バ ウ ン ド テ ニ ス
テ ニ ス
ソ フ ト テ ニ ス
グラウンド・ゴルフ
剣  道
デ ィ ス ク ゴ ル フ
柔 　 道
フ ッ ト サ ル
ペ タ ン ク

ボ ウ リ ン グ

水  泳
ラ ー ジ ボ ー ル
バ レ ー ボ ー ル
スポーツチャンバラ

　
民
生
委
員・児
童
委
員
の

　
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す

　

平
成
28
年
12
月
１
日
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
に
基
づ
き
、
住
民
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
特
別
職
の
地
方
公

務
員
（
非
常
勤
）
で
す
。

　

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
地

域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

■
改
選
の
流
れ

①
地
域(

地
区
社
会
福
祉
協
議
会)

↓
候
補
者
の
選
出

②
市
（
民
生
委
員
推
薦
会
）

↓
推
薦
（
８
月
）

③
県
（
社
会
福
祉
審
議
会
民
生
委

員
審
査
専
門
分
科
会
）

↓
推
薦
（
９
月
）

④
厚
生
労
働
大
臣

↓
委
嘱
（
12
月
）

⑤
民
生
委
員
・
児
童
委
員

※
任
期
は
３
年
で
給
与
は
支
給
さ

　

れ
ま
せ
ん
。（
活
動
費
の
み
支
給
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
事
務
所 

地
域
福
祉
支
援
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
６

　

FAX
８
６
３
・
１
１
６
７

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

　

☎
８
６
３
・
４
４
４
４

　

FAX
８
６
３
・
４
４
４
５

　
平
成
28
年
８
月
か
ら
の

　
食
費・部
屋
代
の
負
担
軽
減

　
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
３
施
設
（
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
方
の
食
費
・

部
屋
代
に
つ
い
て
は
ご
本
人
に
よ

る
負
担
が
原
則
で
す
が
、
低
所
得

の
方
に
つ
い
て
は
、
食
費
・
部
屋

代
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
費
・
部
屋
代
の
利
用
者
負
担

段
階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
に
は
、

現
在
は
課
税
年
金
（
老
齢
年
金
な

ど
）
収
入
の
み
が
対
象
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
自
宅
で
暮
ら
す
方
、

保
険
料
を
負
担
す
る
方
、
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
と
の
公
平

性
を
更
に
高
め
る
た
め
、
平
成
28

年
８
月
か
ら
は
非
課
税
年
金
（
遺

族
年
金
と
障
害
年
金
）
収
入
も
含

め
て
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
６

　
（
公
共
下
水
道・農
業
集
落
排
水
）

　
使
用
料
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
５
月
分
の
下
水
道
使

用
料
よ
り
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
場
合
、
督
促
状
を
発

行
し
、
督
促
手
数
料

100
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
速
や
か
な
納
付

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
局　

下
水
道
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
３

　

FAX
８
６
３
・
７
６
６
３

　
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

８
月
３
日
は
「
司
法
書
士
の
日
」

で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
高
知
県

司
法
書
士
会
で
は
県
内
５
ヵ
所
で

無
料
法
律
相
談
会
（
予
約
不
要
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
、
会
社

の
設
立
等
と
い
っ
た
登
記
に
関
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
借
金
に
関
す

る
こ
と
、
成
年
後
見
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
様
々
な
ご

相
談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
８
月
３
日
㈬

　

10
時
～
15
時

■
場
所

　

南
国
市
役
所
４
階　

大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

　

☎
８
２
５
・
３
１
４
３
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日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

７／１ 金 丸十園芸組合前
10：20～10：40

久礼田保育所
10：25～10：45

吾岡保育園
10：30～10：50
長岡東部保育園

10：20～10：40
十市保育園

10：30～10：50
土佐希望の家

10：00～10：25
里保育所

10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
明見保育所

10：15～10：35
後免野田保育園

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
蒲原県営住宅

10：40～11：00
保健福祉センター
11：20～11：40

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

大湊小学校
13：00～13：30

高知高専宿舎
13：35～13：55

グループホームワルツ
14：10～14：40

岡豊保育園
11：00～11：30

鳶ヶ池中学校
13：10～13：30

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

医学部国際交流会館
16：00～16：20

寶生寺
11：00～11：20

香長中学校
13：00～13：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

国府保育所
10：35～10：55

三和小学校
12：50～13：40

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

小栗医院前
11：00～11：20

コージー南国
10：55～11：15

十市小学校
12：50～13：35

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

南海学園
10：55～11：15

国府小学校
13：00～13：30

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

ひまわり幼稚園
15：35～16：05

久礼田西公民館
10：55～11：15

後免野田小学校
12：50～13：35

たちばな幼稚園
14：00～14：20

中内商店駐車場
14：45～15：05

奈路小学校
15：10～15：45

星神社前
10：40～11：00

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

阿戸公民館
10：45～11：05

阿戸公民館
10：45～11：05

日章小学校
12：50～13：20

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

大篠小学校Ａ
15：25～16：25

   

5 火     

6 水     

７ 木  

８ 金    

12 火     

13 水
      

14 木
     

15 金
    

19 火
      

20 水
     

22 金

丸十園芸組合前
10：20～10：4028 木    

    

たちばな２号
図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

毎週月曜日
29日㈮

７月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

７月の納税は
固定資産税（２期分）・
国保税（１期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2８年５月 18件 １人 19人
2８年１月～5月 72件 ２人 79人

発生件数
建物
山林
その他

２件
１件
０件
１件

《火災》
火災・救急（５月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

210回
128回
25回
34回
23回

■とき／７月20日㈬
10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／７月７日㈭13：30～15：30
■ところ／総合あんしんセンター
■備考／講習会受講後１年間は、随
　時譲渡を受けることができます。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
（☎８６３－４４４４）まで

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

硝子の太陽Rouge 誉田哲也
硝子の太陽Noir 誉田哲也
求愛 瀬戸内寂聴
奥様はｸﾚｲｼﾞｰﾌﾙｰﾂ 柚月麻子
ﾖｰﾛｯﾊﾟの祝祭と年中行事
 ﾏﾄﾞﾚｰﾇ・P.ｺｽﾞﾏﾝ
世界で一番美しい色彩図鑑
 ｼﾞｮｱﾝ・ｴｸｽﾀｯﾄ
日本の最も美しい図書館
 立野井一恵
本で床は抜けるのか 西牟田靖
ﾎﾞﾄﾙｱｸｱﾘｳﾑ 千田義洋
葵の月 梶よう子
ｲﾉｾﾝﾄ 島本理生
屋上の道化たち 島田荘司
人間にとって寿命とはなにか
 本川達雄
老後親子破産 NHKｽﾍﾟｼｬﾙ取材班

INFORMATIONINFORMATION

県民スポーツフェスティバル2016県民スポーツフェスティバル2016
■対象／県内在住の方

競　技　名 開催期日 申込締切日
８月26日㈮ 要項に記載
９月11日㈰ ７月22日㈮

７月29日㈮９月19日㈪

８月12日㈮

８月26日㈮

9月 9日㈮

９月24日㈯
９月25日㈰

10月２日㈰

10月23日㈰

10月16日㈰

10月13日㈭

競　技　名 開催期日 申込締切日
フ ォ ー ク ダ ン ス ６月26日㈰

要項に記載
サ イ ク リ ン グ 10月２日㈰
パワーリフティング 10月16日㈰
武 術 太 極 拳 10月30日㈰

オープン競技

※申込先・お問い合わせは
　スポーツセンター（☎８６５－８０１５）まで

競　技　名 開催期日 申込締切日
ク レ ー 射 撃 10月23日㈰

9月23日㈮
9月 9日㈮

パ ー ク ゴ ル フ

10月14日㈮

ボ ッ チ ャ
11月27日㈰
11月23日㈬

11月４日㈮

軟式野球
１・２回戦
３・４回戦 12月４日㈰
準決・決勝 12月11日㈰

スキー・スノーボード 平成29年 
２月5日㈰

 12月26日㈮

ゴ  ル  フ
陸 上 競 技
ア ク ア ス ロ ン
ス ポ ー ツ 吹 矢
ターゲット・バードゴルフ
ス カ ッ シ ュ バ レ ー
ソ フ ト ボ ー ル
ゲ ー ト ボ ー ル
弓  道
ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル
バ ド ミ ン ト ン
バ ウ ン ド テ ニ ス
テ ニ ス
ソ フ ト テ ニ ス
グラウンド・ゴルフ
剣  道
デ ィ ス ク ゴ ル フ
柔 　 道
フ ッ ト サ ル
ペ タ ン ク

ボ ウ リ ン グ

水  泳
ラ ー ジ ボ ー ル
バ レ ー ボ ー ル
スポーツチャンバラ
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INFORMATIONINFORMATION

環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

1
（第１・金）

2
（第１・土）

3 4
（第1・月）

5
（第1・火）

6
（第1・水）

7
（第1・木）

8
（第２・金）

9
（第２・土）

10 11
（第2・月）

12
（第2・火）

13
（第2・水）

14
（第2・木）

15
（第３・金）

16
（第３・土）

17 18
（第3・月）

（第4・月）

19
（第3・火）

（第4・火） （第4・水） （第4・木）

20
（第3・水）

21
（第3・木）

22
（第４・金）

23
（第４・土）

24 25 26 27 28 29 30

●7月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成27年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が家のカレンダーで
いつなのかわかりにくい場合は、右
の表を参考にしてください。

　
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間
で
す
。私

た
ち
の
海
岸
を
快
適
で
美
し
く
保
つ

た
め
全
国
で
海
岸
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
南
国
市
で
も
久
枝
か
ら
十
市
に
至

る
海
岸
で
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
28
年
７
月
３
日
㈰

　
　   

　
６
時
30
分
〜
7
時
30
分

■
小
雨
決
行

※
た
だ
し
、悪
天
候（
気
象
に
関
す
る

警
報
発
令
等
）の
場
合
は
、７
月
17
日

㈰
に
延
期
し
ま
す
。

省
エ
ネ
の
コ
ツ

　
夏
本
番
で
す
。エ
ア
コ
ン
は
か
ら
だ

に
も
地
球
に
も
優
し
い
使
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
設
定
温
度
は
28
℃
を
目
安
に
。必

要
な
時
だ
け
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
冷
房
時
は
ド
ア
、窓
の
開
閉
は
少
な

く
。レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
で

日
差
し
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
カ
ー
テ
ン
を
し
め
る
と

効
果
的
。部
屋
が
暑
く
な
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。

○
扇
風
機
を
併
用
し
ま
し
ょ
う
。風

が
体
に
あ
た
る
と
涼
し
く
感
じ
ま
す
。

○
室
外
機
の
ま
わ
り
は
整
理
整
頓
。

風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
と
は

　
室
温
や
気
温
、湿
度
が
高
い
中

で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、体
内

の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、体
温
の
調
節
機
能
が
働

か
な
く
な
り
、体
温
上
昇
、め
ま
い
、

嘔
吐
、重
症
に
な
る
と
、け
い
れ
ん

や
意
識
の
異
常
な
ど
、様
々
な
症

状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

子
ど
も
、高
齢
者
は
特
に
注
意

　
体
温
の
調
節
機
能
が
未
発
達
な

子
ど
も
や
、
暑
さ
や
水
分
不
足
に

対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い

る
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
は
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
南
国
市
内
に
お

い
て
平
成
27
年
に
熱
中
症
と
思
わ

れ
る
救
急
搬
送
の
う
ち
58
％
（
29

名
）
が
高
齢
者
で
す
。

☀
子
供
の
熱
中
症
予
防

▼
遊
び
の
際
に
も
休
憩
を
取
り
、

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
服
装
に
注
意
し
、帽
子
も
忘
れ

ず
に
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

▼
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
か
ら
と
油
断

せ
ず
、絶
対
に
自
動
車
内
に
子
ど

も
を
置
き
去
り
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

☀
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防

▼
外
出
時
に
は
飲
み
物
を
持
ち
歩

い
て
、こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
を
う
ま
く
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

（
冷
た
い
空
気
は
下
に
お
り
て
く

る
の
で
、部
屋
の
天
井
付
近
に
送

風
す
る
風
向
き
に
す
る
こ
と
で
、

部
屋
全
体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

▼
入
浴
前
後
に
水
分
を
摂
り
ま

し
ょ
う
。

▼
寝
る
前
に
も
水
分
を
摂
り
、枕

元
に
飲
み
物
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

（
就
寝
中
も
水
分
は
失
わ
れ
ま
す
。）

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

▼
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣

服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る
。

▼
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
た
り
、

扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど
で
風
を

当
て
た
り
、
体
を
冷
や
す
。

▼
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
分

を
少
し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
飲
ま

せ
る
。

こ
ん
な
時
は
た
め
ら
わ
ず
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

　
自
分
で
水
が
飲
め
な
い
、
体

に
力
が
入
ら
な
く
な
り
動
け
な

い
、
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、

全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
と
き

な
ど
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
南
国
消
防
署
で
は
、毎
月
第
２
、

第
３
日
曜
日
に
A
E
D
な
ど
を
利

用
し
た
心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
・

人
工
呼
吸
）、
出
血
時
の
止
血
法

な
ど
の
応
急
手
当
の
救
急
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の
方

は
、
救
急
講
習
実
施
日
の
５
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

☀
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

▼
直
射
日
光
を
防
ぎ
、風
通
し
を

良
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
っ
て
、

室
温
が
28
度
を
越
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

（
温
度
計
、湿
度
計
を
置
く
こ
と
を

お
奨
め
し
ま
す
。）

▼
外
出
時
は
、日
傘
を
さ
す
、帽
子

を
か
ぶ
る
な
ど
の
日
よ
け
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

（
特
に
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方

は
、真
夏
日
に
長
時
間
の
屋
外
で

の
活
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。）

☀
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　
汗
を
よ
く
吸
収
し
て
く
れ
る

素
材
や
早
く
乾
燥
す
る
素
材
の

服
や
下
着
を
着
る
よ
う
に
し
、体

を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装

で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。太
陽
の
熱

を
吸
収
し
て
熱
く
な
る
黒
色
系

の
素
材
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

☀
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う

　
水
分
補
給
は
熱
中
症
予
防
の

基
本
で
す
。こ
ま
め
に
水
分
補
給

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た

と
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☀
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　
睡
眠
不
足
や
前
日
の
飲
酒
、朝

食
の
未
摂
取
な
ど
で
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
と
熱
中
症
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。深
酒
を
せ

ず
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

救
急
講
習
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部

   （
☎
８
６
３
・
３
５
１
１
）
ま
で

熱中症を予防しましょう熱中症を予防しましょう
今年も暑い夏になりそうです。平成２７年に南国市消防本部管内において、５０名が熱中症と思われる症状
で救急搬送されています。熱中症は予防ができる病気です。熱中症を知り、しっかり予防しましょう。

海
岸
一
斉
清
掃

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、小
型
の

ス
コ
ッ
プ
等
を
携
帯
し
、飼
犬
の
フ
ン

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。フ
ン
は

可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

リ
ー
ド
を
つ
な
い
で
お
か
な
い
と
、車

に
は
ね
ら
れ
た
り
、人
や
他
の
飼
い
犬

に
噛
み
つ
い
た
り
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

○
不
必
要
に
吠
え
続
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、し
っ
か
り
し
つ
け
ま
し
ょ

う
。散
歩
を
十
分
に
し
て
、遊
び
道
具

を
与
え
た
り
、家
族
の
気
配
が
す
る
と

こ
ろ
を
居
場
所
に
す
る
と
無
駄
吠
え

解
消
に
効
果
的
で
す
。

犬
は
き
ち
ん
と
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、蜂
の
営

巣
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。市
で
蜂

の
巣
の
駆
除
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で

き
る
蜂
専
用
の
駆
除
ス
プ
レ
ー
を

使
っ
て
駆
除
す
る
か
、専
門
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。専
門
業
者
は
電
話

帳
の「
消
毒
業
」の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

【
蜂
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
】

・
巣
に
近
づ
か
な
い

・
巣
の
前
を
急
い
で
横
切
っ
た
り
、振

蜂
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　
環
境
省
で
は
、２
０
０
３
年
よ
り

「
C
O
2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
照

明
を
消
し
て
、日
常
生
活
の
中
で
温
暖

化
対
策
を
実
践
す
る
き
っ
か
け
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
７
日
㈭
七
夕
の
日
は
ク
ー
ル

ア
ー
ス・デ
ー
で
す
。夜
８
時
か
ら
10
時

ま
で
の
２
時
間
は
、あ
か
り
を
消
し
て

夜
空
を
見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」の
お
知
ら
せ

動
を
与
え
る
な
ど
、急
激
な
動
作
を

避
け
る
。

・
巣
の
近
く
で
芳
香
の
あ
る
香
水
、ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
を
使
わ
な
い
。

・
洗
濯
物
を
取
り
入
れ
る
と
き
は
蜂

が
潜
ん
で
な
い
か
よ
く
確
認
す
る
。

・
野
外
で
蜂
と
遭
遇
し
て
も
、大
声
で

騒
い
だ
り
、腕
で
追
い
払
っ
た
り
せ
ず
、

姿
勢
を
低
く
し
て
ゆ
っ
く
り
離
れ
ま

し
ょ
う
。
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INFORMATIONINFORMATION

環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

1
（第１・金）

2
（第１・土）

3 4
（第1・月）

5
（第1・火）

6
（第1・水）

7
（第1・木）

8
（第２・金）

9
（第２・土）

10 11
（第2・月）

12
（第2・火）

13
（第2・水）

14
（第2・木）

15
（第３・金）

16
（第３・土）

17 18
（第3・月）

（第4・月）

19
（第3・火）

（第4・火） （第4・水） （第4・木）

20
（第3・水）

21
（第3・木）

22
（第４・金）

23
（第４・土）

24 25 26 27 28 29 30

●7月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成27年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が家のカレンダーで
いつなのかわかりにくい場合は、右
の表を参考にしてください。

　
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間
で
す
。私

た
ち
の
海
岸
を
快
適
で
美
し
く
保
つ

た
め
全
国
で
海
岸
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
南
国
市
で
も
久
枝
か
ら
十
市
に
至

る
海
岸
で
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
28
年
７
月
３
日
㈰

　
　   

　
６
時
30
分
〜
7
時
30
分

■
小
雨
決
行

※
た
だ
し
、悪
天
候（
気
象
に
関
す
る

警
報
発
令
等
）の
場
合
は
、７
月
17
日

㈰
に
延
期
し
ま
す
。

省
エ
ネ
の
コ
ツ

　
夏
本
番
で
す
。エ
ア
コ
ン
は
か
ら
だ

に
も
地
球
に
も
優
し
い
使
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
設
定
温
度
は
28
℃
を
目
安
に
。必

要
な
時
だ
け
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
冷
房
時
は
ド
ア
、窓
の
開
閉
は
少
な

く
。レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
で

日
差
し
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
カ
ー
テ
ン
を
し
め
る
と

効
果
的
。部
屋
が
暑
く
な
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。

○
扇
風
機
を
併
用
し
ま
し
ょ
う
。風

が
体
に
あ
た
る
と
涼
し
く
感
じ
ま
す
。

○
室
外
機
の
ま
わ
り
は
整
理
整
頓
。

風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
と
は

　
室
温
や
気
温
、湿
度
が
高
い
中

で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、体
内

の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、体
温
の
調
節
機
能
が
働

か
な
く
な
り
、体
温
上
昇
、め
ま
い
、

嘔
吐
、重
症
に
な
る
と
、け
い
れ
ん

や
意
識
の
異
常
な
ど
、様
々
な
症

状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

子
ど
も
、高
齢
者
は
特
に
注
意

　
体
温
の
調
節
機
能
が
未
発
達
な

子
ど
も
や
、
暑
さ
や
水
分
不
足
に

対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い

る
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
は
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
南
国
市
内
に
お

い
て
平
成
27
年
に
熱
中
症
と
思
わ

れ
る
救
急
搬
送
の
う
ち
58
％
（
29

名
）
が
高
齢
者
で
す
。

☀
子
供
の
熱
中
症
予
防

▼
遊
び
の
際
に
も
休
憩
を
取
り
、

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
服
装
に
注
意
し
、帽
子
も
忘
れ

ず
に
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

▼
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
か
ら
と
油
断

せ
ず
、絶
対
に
自
動
車
内
に
子
ど

も
を
置
き
去
り
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

☀
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防

▼
外
出
時
に
は
飲
み
物
を
持
ち
歩

い
て
、こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
を
う
ま
く
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

（
冷
た
い
空
気
は
下
に
お
り
て
く

る
の
で
、部
屋
の
天
井
付
近
に
送

風
す
る
風
向
き
に
す
る
こ
と
で
、

部
屋
全
体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

▼
入
浴
前
後
に
水
分
を
摂
り
ま

し
ょ
う
。

▼
寝
る
前
に
も
水
分
を
摂
り
、枕

元
に
飲
み
物
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

（
就
寝
中
も
水
分
は
失
わ
れ
ま
す
。）

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

▼
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣

服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る
。

▼
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
た
り
、

扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど
で
風
を

当
て
た
り
、
体
を
冷
や
す
。

▼
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
分

を
少
し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
飲
ま

せ
る
。

こ
ん
な
時
は
た
め
ら
わ
ず
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

　
自
分
で
水
が
飲
め
な
い
、
体

に
力
が
入
ら
な
く
な
り
動
け
な

い
、
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、

全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
と
き

な
ど
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
南
国
消
防
署
で
は
、毎
月
第
２
、

第
３
日
曜
日
に
A
E
D
な
ど
を
利

用
し
た
心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
・

人
工
呼
吸
）、
出
血
時
の
止
血
法

な
ど
の
応
急
手
当
の
救
急
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の
方

は
、
救
急
講
習
実
施
日
の
５
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

☀
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

▼
直
射
日
光
を
防
ぎ
、風
通
し
を

良
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
っ
て
、

室
温
が
28
度
を
越
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

（
温
度
計
、湿
度
計
を
置
く
こ
と
を

お
奨
め
し
ま
す
。）

▼
外
出
時
は
、日
傘
を
さ
す
、帽
子

を
か
ぶ
る
な
ど
の
日
よ
け
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

（
特
に
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方

は
、真
夏
日
に
長
時
間
の
屋
外
で

の
活
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。）

☀
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　
汗
を
よ
く
吸
収
し
て
く
れ
る

素
材
や
早
く
乾
燥
す
る
素
材
の

服
や
下
着
を
着
る
よ
う
に
し
、体

を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装

で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。太
陽
の
熱

を
吸
収
し
て
熱
く
な
る
黒
色
系

の
素
材
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

☀
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う

　
水
分
補
給
は
熱
中
症
予
防
の

基
本
で
す
。こ
ま
め
に
水
分
補
給

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た

と
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☀
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　
睡
眠
不
足
や
前
日
の
飲
酒
、朝

食
の
未
摂
取
な
ど
で
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
と
熱
中
症
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。深
酒
を
せ

ず
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

救
急
講
習
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部

   （
☎
８
６
３
・
３
５
１
１
）
ま
で

熱中症を予防しましょう熱中症を予防しましょう
今年も暑い夏になりそうです。平成２７年に南国市消防本部管内において、５０名が熱中症と思われる症状
で救急搬送されています。熱中症は予防ができる病気です。熱中症を知り、しっかり予防しましょう。

海
岸
一
斉
清
掃

　
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、小
型
の

ス
コ
ッ
プ
等
を
携
帯
し
、飼
犬
の
フ
ン

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。フ
ン
は

可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

リ
ー
ド
を
つ
な
い
で
お
か
な
い
と
、車

に
は
ね
ら
れ
た
り
、人
や
他
の
飼
い
犬

に
噛
み
つ
い
た
り
、思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

○
不
必
要
に
吠
え
続
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、し
っ
か
り
し
つ
け
ま
し
ょ

う
。散
歩
を
十
分
に
し
て
、遊
び
道
具

を
与
え
た
り
、家
族
の
気
配
が
す
る
と

こ
ろ
を
居
場
所
に
す
る
と
無
駄
吠
え

解
消
に
効
果
的
で
す
。

犬
は
き
ち
ん
と
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、蜂
の
営

巣
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。市
で
蜂

の
巣
の
駆
除
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で

き
る
蜂
専
用
の
駆
除
ス
プ
レ
ー
を

使
っ
て
駆
除
す
る
か
、専
門
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。専
門
業
者
は
電
話

帳
の「
消
毒
業
」の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

【
蜂
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
】

・
巣
に
近
づ
か
な
い

・
巣
の
前
を
急
い
で
横
切
っ
た
り
、振

蜂
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　
環
境
省
で
は
、２
０
０
３
年
よ
り

「
C
O
2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
照

明
を
消
し
て
、日
常
生
活
の
中
で
温
暖

化
対
策
を
実
践
す
る
き
っ
か
け
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
７
日
㈭
七
夕
の
日
は
ク
ー
ル

ア
ー
ス・デ
ー
で
す
。夜
８
時
か
ら
10
時

ま
で
の
２
時
間
は
、あ
か
り
を
消
し
て

夜
空
を
見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」の
お
知
ら
せ

動
を
与
え
る
な
ど
、急
激
な
動
作
を

避
け
る
。

・
巣
の
近
く
で
芳
香
の
あ
る
香
水
、ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
を
使
わ
な
い
。

・
洗
濯
物
を
取
り
入
れ
る
と
き
は
蜂

が
潜
ん
で
な
い
か
よ
く
確
認
す
る
。

・
野
外
で
蜂
と
遭
遇
し
て
も
、大
声
で

騒
い
だ
り
、腕
で
追
い
払
っ
た
り
せ
ず
、

姿
勢
を
低
く
し
て
ゆ
っ
く
り
離
れ
ま

し
ょ
う
。
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ひ
よ
こ
ル
ー
ム
集
い
の
日

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ

よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

※この２ページの健診などの
　申込先・お問い合わせは

■
計
測
日
／
７
月
６
日
㈬

　
月
に一度
実
施

　
保
健
師
、助
産
師
に
よ
る
計
測
や

　
子
育
て
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
今
月
の
休
み
／
７
月
13
日
㈬

■
と
き
／
７
月
21
日（
木
）・28
日（
木
）

　
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
と
き
／
７
月
26
日（
火
）

　
午
前
10
時
00
分
〜
11
時
30
分

 

（
受
付
午
前
9
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／「
ママ
の
た
め
の
産
後
リ
カ

　
　
　
　 

バ
リ
ー
ヨ
ガ
」

■
講
師
／
大
崎
厚
子

　
　
　  （
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
対
象
／
生
後
３
か
月
〜
７
か
月

　
　
　  （
主
に
市
内
の
未
就
園
児
）

　
　
　
　
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
14
組

■
参
加
費
／
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
資
料
代
等
含
む
）

■
と
き
／
８
月
９
日（
火
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

（
受
付
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
ふ
れ
愛・ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ

■
講
師
／
岡
村
真
奈
美

　
　（
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

■
対
象
／
２
か
月
〜
６
か
月

　
　
　
　（
主
に
市
内
の
未
就
園
児
）

　
　
　
　
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
12
組

■
参
加
費
／
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
資
料
代
等
含
む
）

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　
９
時
30
分
〜
12
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
主
に
未
就
園
児
と
そ
の
保

　
　
　
　
護
者

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
生
後
６
か

月
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合が
　あります。

日 曜 当　番　医 電話

7／3

8／7

日 あけぼのクリニック（田村）

高田内科（大埇乙）

たかはし内科小児科（緑ヶ丘）

岡豊病院（岡豊町）

きび診療所（明見）

878-6611

10 日 863-3925

17 日 865-5680

18

24

月 866-2345

南国いのうえクリニック(篠原）

領石蛍が丘クリニック（領石）

31 日 855-8001

日 862-1123

日 804-6500

☆ 休日在宅医（変更する場合があります） 　離乳食を作りながら、子育てについて情報交換
しませんか？
　当日は、母子保健推進員・託児ボランティアに
よる託児もあります。

■とき／8月 2日㈫ 13：30～15：30

■ところ／保健福祉センター

■持参物／母子手帳・エプロン・三角巾・ハンド
　　　　タオル・筆記用具

■参加料／無料

■託児定員／15名

初期・中期

～ゆうゆう赤ちゃん～

胃がん検診

愛の献血

乳
幼
児
健
診

　お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
が
あ
り
、

子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
遊
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。親
子
で
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　電
話
、来
所
で
育
児
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

子
育
て
講
座

8：30
9：30

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ

こ
」
と
「
よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
」

で
は
、
対
象
の
子
ど
も
さ
ん

の
兄
姉
を
連
れ
て
の
参
加
の

場
合
は
兄
姉
の
お
世
話
が
で

き
る
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

■
対
象
／
生
後
６
か
月
か
ら
歩
行

　
す
る
ま
で
の
未
就
園
児
と
そ
の

　
保
護
者

離乳食教室

①蚊に刺されない
○蚊の多い所へ行く場合は長袖、
　長ズボンを着用し、肌の出ているところには虫よけ剤を
　使用しましょう。
○網戸や扉の素早い開閉で、屋内への蚊の侵入を防ぎましょう。
②蚊の発生を防ぐ
○詰まった側溝の清掃や家の周囲を点検し、
　不要な水たまりをなくしましょう。
○植木鉢の受け皿などは１週間に一度水を入れ
　替えましょう。
③蚊を潜ませないために
○樹木は適切に剪定し、雑草は刈り取りましょう。

　蚊に刺されると日本脳炎、デング熱
やジカウイルス感染症などに感染する
場合があります。感染を予防するため
に次のことに注意しましょう。

蚊に刺されないように
注意しましょう

【施設検診】

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診は２年に１回の検診です。今年
度は、27 年度に受診できなかった方のみを対象に実
施しますのでご注意ください。（ただし、記念検診対
象者は関係なく受診できます。）

■とき／8月18日（木）・29日（月）
■ところ／なんごく産婦人科
■受付時間／14：00,14：30,15：00,15：30,16：00
■対象／20歳以上の女性
■検診料／800円
■定員／先着20名（1日につき）
■申込受付開始日／7月15日（金）8：30～
■申込先／保健福祉センター

次の方は、各種がん検診料が無料です

①平成２８年度に４０歳・５０歳となる方
②平成２８年度に７０歳以上となる方
③生活保護世帯の方
④身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
　手帳をお持ちの方

（検診料のお支払い時に手帳の提示が必要です）

項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象
（市民）

定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

8月  8日（月） 7月  4日（月）

8月22日（月）

7月28日（木）

7月21日（木）

7月  7日（木）

7月14日（木）

7月14日（木）

7月22日（金）

7月29日（金）

４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳４カ月児健診

7月20日（水）
8月23日（火）

保健福祉センター

保健福祉センター

（株）アスティス高知支店

社会福祉法人 土佐希望の家

四国西濃運輸(株)高知支店

高知県中央東土木事務所

（株）トリムエレクトリックマシナリー

南国税務署

高知県トラック団地事業協同組合

全地区

全地区
（17～69歳）

なし 無料

皆さまのご協力、よろしくお願いします。

申込不要

４０歳以上 ４０人 ９００円

12：45～14：00

9：00～10：00

9：00～11：00

12：00～13：00

9：30～11：00

14：00～16：00

13：00～14：00

15：00～16：30

４・５月号のおわびと訂正
　４・５月号広報につきまして掲示板「人権・行政相
談」の中で、記事の内容に誤りがありました。
誤 保健福祉センター → 正 社会福祉センター

　５月広報において裏ページ「市の統計」の中で、記事
の内容に誤りがありました。おわびして訂正します。
誤 平成28年３月31日現在 → 正 平成28年４月30日

　広報なんこくでは、毎月裏表紙にて2歳まで
の赤ちゃんを紹介しています。掲載を募集中で
すので、ご応募をお待ちしています。
　詳しい応募方法は裏表紙をご覧ください。
■問い合わせ　南国市企画課秘書広報係　
　☎８６３・２１１１（代表）　内線４０４

「こんにちは赤ちゃん」への
掲載を募集中

「こんにちは赤ちゃん」への
掲載を募集中
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国

ひ
よ
こ
ル
ー
ム
集
い
の
日

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ

よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

※この２ページの健診などの
　申込先・お問い合わせは

■
計
測
日
／
７
月
６
日
㈬

　
月
に一度
実
施

　
保
健
師
、助
産
師
に
よ
る
計
測
や

　
子
育
て
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
今
月
の
休
み
／
７
月
13
日
㈬

■
と
き
／
７
月
21
日（
木
）・28
日（
木
）

　
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
と
き
／
７
月
26
日（
火
）

　
午
前
10
時
00
分
〜
11
時
30
分

 

（
受
付
午
前
9
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／「
ママ
の
た
め
の
産
後
リ
カ

　
　
　
　 

バ
リ
ー
ヨ
ガ
」

■
講
師
／
大
崎
厚
子

　
　
　  （
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
対
象
／
生
後
３
か
月
〜
７
か
月

　
　
　  （
主
に
市
内
の
未
就
園
児
）

　
　
　
　
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
14
組

■
参
加
費
／
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
資
料
代
等
含
む
）

■
と
き
／
８
月
９
日（
火
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

（
受
付
10
時
〜
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
ふ
れ
愛・ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ

■
講
師
／
岡
村
真
奈
美

　
　（
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

■
対
象
／
２
か
月
〜
６
か
月

　
　
　
　（
主
に
市
内
の
未
就
園
児
）

　
　
　
　
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
12
組

■
参
加
費
／
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
資
料
代
等
含
む
）

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　
９
時
30
分
〜
12
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
主
に
未
就
園
児
と
そ
の
保

　
　
　
　
護
者

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
生
後
６
か

月
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合が
　あります。

日 曜 当　番　医 電話

7／3

8／7

日 あけぼのクリニック（田村）

高田内科（大埇乙）

たかはし内科小児科（緑ヶ丘）

岡豊病院（岡豊町）

きび診療所（明見）

878-6611

10 日 863-3925

17 日 865-5680

18

24

月 866-2345

南国いのうえクリニック(篠原）

領石蛍が丘クリニック（領石）

31 日 855-8001

日 862-1123

日 804-6500

☆ 休日在宅医（変更する場合があります） 　離乳食を作りながら、子育てについて情報交換
しませんか？
　当日は、母子保健推進員・託児ボランティアに
よる託児もあります。

■とき／8月 2日㈫ 13：30～15：30

■ところ／保健福祉センター

■持参物／母子手帳・エプロン・三角巾・ハンド
　　　　タオル・筆記用具

■参加料／無料

■託児定員／15名

初期・中期

～ゆうゆう赤ちゃん～

胃がん検診

愛の献血

乳
幼
児
健
診

　お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
が
あ
り
、

子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
遊
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。親
子
で
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　電
話
、来
所
で
育
児
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

子
育
て
講
座

8：30
9：30

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ

こ
」
と
「
よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
」

で
は
、
対
象
の
子
ど
も
さ
ん

の
兄
姉
を
連
れ
て
の
参
加
の

場
合
は
兄
姉
の
お
世
話
が
で

き
る
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

■
対
象
／
生
後
６
か
月
か
ら
歩
行

　
す
る
ま
で
の
未
就
園
児
と
そ
の

　
保
護
者

離乳食教室

①蚊に刺されない
○蚊の多い所へ行く場合は長袖、
　長ズボンを着用し、肌の出ているところには虫よけ剤を
　使用しましょう。
○網戸や扉の素早い開閉で、屋内への蚊の侵入を防ぎましょう。
②蚊の発生を防ぐ
○詰まった側溝の清掃や家の周囲を点検し、
　不要な水たまりをなくしましょう。
○植木鉢の受け皿などは１週間に一度水を入れ
　替えましょう。
③蚊を潜ませないために
○樹木は適切に剪定し、雑草は刈り取りましょう。

　蚊に刺されると日本脳炎、デング熱
やジカウイルス感染症などに感染する
場合があります。感染を予防するため
に次のことに注意しましょう。

蚊に刺されないように
注意しましょう

【施設検診】

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診は２年に１回の検診です。今年
度は、27 年度に受診できなかった方のみを対象に実
施しますのでご注意ください。（ただし、記念検診対
象者は関係なく受診できます。）

■とき／8月18日（木）・29日（月）
■ところ／なんごく産婦人科
■受付時間／14：00,14：30,15：00,15：30,16：00
■対象／20歳以上の女性
■検診料／800円
■定員／先着20名（1日につき）
■申込受付開始日／7月15日（金）8：30～
■申込先／保健福祉センター

次の方は、各種がん検診料が無料です

①平成２８年度に４０歳・５０歳となる方
②平成２８年度に７０歳以上となる方
③生活保護世帯の方
④身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
　手帳をお持ちの方

（検診料のお支払い時に手帳の提示が必要です）

項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象
（市民）

定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

8月  8日（月） 7月  4日（月）

8月22日（月）

7月28日（木）

7月21日（木）

7月  7日（木）

7月14日（木）

7月14日（木）

7月22日（金）

7月29日（金）

４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳４カ月児健診

7月20日（水）
8月23日（火）

保健福祉センター

保健福祉センター

（株）アスティス高知支店

社会福祉法人 土佐希望の家

四国西濃運輸(株)高知支店

高知県中央東土木事務所

（株）トリムエレクトリックマシナリー

南国税務署

高知県トラック団地事業協同組合

全地区

全地区
（17～69歳）

なし 無料

皆さまのご協力、よろしくお願いします。

申込不要

４０歳以上 ４０人 ９００円

12：45～14：00

9：00～10：00

9：00～11：00

12：00～13：00

9：30～11：00

14：00～16：00

13：00～14：00

15：00～16：30

４・５月号のおわびと訂正
　４・５月号広報につきまして掲示板「人権・行政相
談」の中で、記事の内容に誤りがありました。
誤 保健福祉センター → 正 社会福祉センター

　５月広報において裏ページ「市の統計」の中で、記事
の内容に誤りがありました。おわびして訂正します。
誤 平成28年３月31日現在 → 正 平成28年４月30日

　広報なんこくでは、毎月裏表紙にて2歳まで
の赤ちゃんを紹介しています。掲載を募集中で
すので、ご応募をお待ちしています。
　詳しい応募方法は裏表紙をご覧ください。
■問い合わせ　南国市企画課秘書広報係　
　☎８６３・２１１１（代表）　内線４０４

「こんにちは赤ちゃん」への
掲載を募集中

「こんにちは赤ちゃん」への
掲載を募集中
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交流人口 市 　の 　統　計

あ
と

が

き

面　積　 125.30㎢
人　口　 48,081人（－  19）
　男　　 22,938人（－  11）
　女　　 25,143人（－  8）
世帯数　 22,049世帯（+    9）

　内　外国人数 232人（ 0）
　　　　男　　 115人（－　1）
　　　　女　　 117人（＋ 1）
　登 録 国 籍 数　　 25カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成28年５月31日現在》
出生数　 26人〔 男  9人・女   17人 〕 　《５月分》
死亡数　 48人〔 男  26人・女  22人 〕 　《５月分》

高知自動車道
南国I.C.

入133,089台
出132,195台

高知龍馬空港
出発   57,148人
到着   54,349人

《５月分》

広
報
な
ん
こ
く
７
月
号
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６
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ホ
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ペ
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ア
ド

レ
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http://w
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w
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編
集

と
発

行
・

南
国

市
広

報
委

員
会

事
務

局
・

企
画

課
秘

書
広

報
係

印
刷

・
株

式
会

社
高

陽
堂

印
刷

発
行

日
・

平
成

28年
7

月
１

日

　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
封書でお送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

スブド　エルデネ　オユン さん
（モンゴル国）

高知大学農学部留学生

246

有権者数《平成28年６月２日現在》
　　　　　　　　　39,265人〔男  18,290人 ・ 女  20,975人〕

　今
年
は
梅
雨
入
り
し
て
も
台
風

が
発
生
せ
ず
、こ
れ
は
実
に
十
八
年

ぶ
り
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。巷
で
は

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
も
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。遠
く
離
れ
た
南
米
ペ
ル
ー
沖

の
現
象
で
す
が
、日
本
で
も
猛
暑
に

な
り
や
す
く
な
っ
た
り
と
影
響
は

大
き
い
よ
う
で
す
。

　暑
さ
対
策
を
万
全
に
し
て
、夏

を
快
適
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す

ね
！（
Ｍ
）

　
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
の
出
身
で
す
。
高

校
は
「
日
本
式
」
の
学
校
で
、

３
年
間
日
本
語
を
勉
強
し
ま

し
た
。
日
本
に
留
学
し
た
い

人
は
高
校
３
年
時
に
化
学
や

生
物
を
日
本
の
教
科
書
で
勉

強
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年

２
月
高
知
大
学
農
学
部
を
受

験
し
、
今
農
学
科
２
年
生
で

す
。
最
初
は
日
本
語
の
講
義

に
少
し
苦
労
し
ま
し
た
が
、

今
は
大
丈
夫
で
す
。

　
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。

大
学
を
卒
業
後
大
学
院
に
進

み
、
３
、
４
年
ア
メ
リ
カ
か

カ
ナ
ダ
で
働
い
て
、
そ
れ
か

ら
モ
ン
ゴ
ル
に
帰
り
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
に
は
、
牛
、
馬
、

山
羊
、
羊
、
ラ
ク
ダ
か
ら
と

れ
る
乳
資
源
が
豊
富
に
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
チ
ー

ズ
を
作
る
工
場
を
作
り
た
い

の
で
す
。

　
趣
味
は
旅
行
、
読
書
、
映

画
鑑
賞
、
音
楽
で
す
。
１
年

の
時
大
学
の
交
響
楽
団
で
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
ま
し

た
が
今
は
忙
し
く
な
っ
た
の

で
時
々
弾
く
程
度
で
す
。

　
日
本
で
戸
惑
っ
た
の
は
、

バ
ス
に
乗
っ
て
い
て
よ
ろ
け

て
、
隣
の
人
の
足
を
踏
ん
づ

け
た
と
き
、
す
っ
と
握
手
の

手
を
出
し
て
、
相
手
の
方
に

驚
か
れ
た
こ
と
で
す
。
モ
ン

ゴ
ル
で
は「
ご
め
ん
な
さ
い
」

の
意
味
を
込
め
て
、
こ
の
と

き
握
手
を
す
る
習
慣
が
あ
る

の
で
す
よ
。

　
モ
ン
ゴ
ル
の
食
べ
物
で
お

す
す
め
は
、
野
生
の
ベ
リ
ー

で
、
種
類
が
多
い
で
す
。
青

紫
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
赤
い

野
イ
チ
ゴ
な
ど

小
さ
く
て
少
し

酸
っ
ぱ
く
て
お

い
し
く
、
山
に

行
っ
た
ら
自
分

で
摘
め
ま
す
。

　   森田 惟旺
もり た い お

平成27年1月29日生まれ
生まれてきてくれてありがとう。
たくさん食べて大きくなってね。

くん

 
　   西岡 愛結

にし おか ま ゆ

平成27年1月18日生まれ
いつも癒してくれてありがとう。
これからも笑顔いっぱい元気いっぱい
楽しく成長していってね。

ちゃん

）））おすすめはベリー）））

モンゴル国

ウランバートル

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。


